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　　　　　　  P32　　　長寿を祝って～長寿者褒賞～

笑顔をつなぐ情報誌笑顔をつなぐ情報誌

広 報広 報  しま しま 2017.2017.1010shimashima

Vol.212Vol.212

今月の表紙／
志摩市PRキャラクター
しまこさん
志摩の海を華麗に泳ぐベ
テラン海女「しまこさん」
は、市の観光と海女文化
のPR活動を行っています。

11/10（金）まで！

しまこさんが「ゆるキャラ®グランプリ」
にエントリー中！毎日投票してね！

①無料
ＩＤ登録 ②投票ページ

観光商工課　  44・0005



観光商工課　 44・0005

“スポーツ観光”で 志摩を元気に！

スポーツを活用した観光振興を推進しています！

スポーツに最適な環境が整っています！

様々なスポーツイベントが行われています！

全国的にスポーツと観光を融合した“スポーツツーリズム”が注目を集めている中、美しい景観や豊かな食材
といったスポーツに適した環境を活用したスポーツ観光を推進し、市の更なる魅力の発信を目指しています。

気温の変動が少なく快適！
年間を通じて気温の変動が少なく、快適な環境で
スポーツができます。

宿泊施設や温泉が充実！
ホテルや旅館、民宿などお客様のニーズに合う宿泊施設
や温泉があり、疲れた身体を癒すには最適です。

他では味わうことのできない食材が豊富！
自然豊かな環境で育った新鮮な魚介類や農産物を一年中
味わうことができます。

●志摩里海マリンフェスタ
●WSL伊勢志摩プロジュニアおよびプロタクトネイチャー事業
●志摩ロードパーティ
●伊勢志摩里海サップフェスティバル
●伊勢志摩ツーデーウオーク
●伊勢志摩・里海トライアスロン大会
●志摩ビーチサッカーFESTA
●伊勢志摩サイクリングフェスティバル
　（平成29年度志摩市スポーツ観光推進事業補助金交付事業）
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平成30年度に実施する
スポーツイベントを募集します！

　スポーツを活用した観光振興を推進し、市民自らが誇れる観光のまちづく
りを実現することを目的に、誘客効果が期待され、かつ将来的な自立性が見込
めるスポーツ関連事業について、その事業費の一部を補助しています。
　平成30年度に実施予定で、補助を希望するスポーツイベントを下記のとお
り募集します。補助対象者は会則又は定款を有する団体で、補助にあたっては
事前審査を行います。くわしくは観光商工課にお問い合わせください。
　なお、本補助金交付事業は、平成30年度予算の成立が実施条件となります。

募集概要（志摩市スポーツ観光推進事業補助金交付事業）

補助の内容 補助対象事業の実施に必要な経費の2分の1以内（上限500万円）

補助対象事業

・ スポーツ関連事業のうち誘客効果が期待され、かつ将来的な
自立性が認められる事業

・市内で平成 30 年度中に実施する事業
など、補助金交付要綱および募集要項に定める事業

募集期間 10月2日（月）～10月31日（火）

問い合わせ先 観光商工課　　  44・0005　　  44・5262
 kankoshoko@city.shima.lg.jp

参加してみよう！スポーツイベント！
普段見慣れた景色も、まだ行ったことのない市内の名所も、スポーツイベントで新たな魅力を発見できるかも！

歩いて、食べて、楽しんで！「第7回  伊勢志摩ツーデーウオーク」
開催日 10月28日（土）・29日（日）

内容 体力やテーマにあわせて距離を選べる、全7コース！
参加特典も盛りだくさん！志摩を楽しみながら歩こう！

申込み 今回から「市民割引」を実施！割引利用には事前申込が必要です。
詳しくは事務局（志摩スポーツコミッション  44・4450）まで。

1Day Funride!「第4回  伊勢志摩サイクリングフェスティバル」
開催日 11月26日（日）

内容 40km又は20kmの2コース！志摩の絶景を自転車で楽しむ！

申込み ホームページ又は事務局（志摩スポーツコミッション  44・4450）
まで。大会ホームページ⇒http://www.iseshima-cycling.jp
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大
規
模
な
災
害
時
に
、最
も
心
配
に
な
る
の
が
、家
族
や

友
人
の
安
否
で
す
。東
日
本
大
震
災
の
時
に
も
、安
否
確
認

の
電
話
が
、最
大
で
平
常
時
の
50
倍
以
上
も
集
中
し
、長
時

間
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。安
否
確
認
に

は
多
く
の
時
間
と
労
力
を
必
要
と
し
、大
き
な
ス
ト
レ
ス

と
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
通
信
状
況
の
場
合
で
も
、家
族
や
友
人
に
、安

否
情
報
の
伝
達
や
避
難
場
所
の
連
絡
な
ど
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
の
が「
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
」で
す
。災
害
用
伝

言
サ
ー
ビ
ス
に
は
次
の
４
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
４
種
類
の
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス

　
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
体
験
利
用
日

　
今
回
紹
介
し
た
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
は
、災
害
発
生

時
に
提
供
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、次
の
期
間
に
体
験
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
体
験

し
、使
い
方
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

★
毎
月
１
日
と
15
日

★
正
月
三
が
日（
１
月
１
日
か
ら
３
日
）

★
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間（
１
月
15
日
か
ら
21
日
）

★
防
災
週
間（
８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
）

問
い
合
わ
せ　

 

44
・
０
２
０
３　

 

44
・
５
２
５
２

地
域
防
災
室　

chiikibosaishitsu@city.shim
a.lg.jp

シ
リ
ー
ズ 

防
災
　 

そ
の
76

４
つ
の
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
ぜ
ひ
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

【イラストなどは総務省ホームページ「災害用伝言サービス」から引用】
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正解は P29にあります。

Ｑ .24　志摩市ＰＲキャラクターしまこさんの特技は？
①ダンス　　②素潜り　　③料理

 地方創生シリーズ★志摩びとインタビュー

しま×ひと×つながり
総合政策課　  44・0205　FAX 44・5252　E-mail sogoseisaku@city.shima.lg.jp

　志摩市の地方創生事業の一
環で、志摩市でさまざまな分
野で活躍されている「志摩び
と」をリレー方式で紹介する
コーナーです。このコーナー
では、輝きを放つ「志摩びと」
にまちづくりや志摩への思い
についてお聞きします。

志
摩
び
と
№
16

羽は

ね

ま

き

根
麻
紀
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

実
家
の
会
社
に
勤
務
し
な
が
ら
Ｓ
ｈ
ｉ

ｍ
ａ　

え
え
や
ん
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
３
人

の
子
ど
も
の
お
母
さ
ん
と
し
て
も
日
々
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

志
摩
っ
て
ど
ん
な
ま
ち
？

　

私
は
志
摩
か
ら
離
れ
た
こ
と
が
な
い
の

で
す
が
、
や
は
り
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
家
族
だ

け
で
な
く
地
域
の
人
と
も
仲
が
い
い
し
、

子
ど
も
の
こ
と
も
頼
め
ま
す
。
う
ち
の
店

で
は
、
地
元
の
人
が
持
っ
て
き
て
く
れ
る

野
菜
も
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
す
が
、持
っ

て
き
て
く
れ
る
人
の
つ
な
が
り
で
買
い
に

来
て
く
れ
る
人
が
い
た
り
、
そ
ん
な
と
こ

ろ
に
も
志
摩
の
よ
さ
を
感
じ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

え
え
や
ん
会
に
入
る
ま
で
は
特
に
何
も

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
入
っ
た
き
っ
か

け
は
、
磯
部
太
鼓
打
ち
比
べ
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
す
る
時
に
実
行
委
員
会
に
入
っ
た

こ
と
。
私
自
身
、
太
鼓
は
や
っ
た
こ
と
が

な
く
、
他
地
区
で
ず
っ
と
続
い
て
い
る
こ

と
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昔
か
ら
ず
っ

と
続
い
て
い
る
伝
統
で
も
あ
る
し
、
練
習

の
成
果
を
披
露
す
る
場
所
に
も
な
る
の
で

コ
ン
テ
ス
ト
は
ず
っ
と
や
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
開
催
し
た
「
い
そ
べ
の
夏
祭

り
」
も
準
備
は
大
変
で
し
た
が
楽
し
く
で

き
ま
し
た
。
来
て
く
れ
た
人
が
楽
し
ん
で

く
れ
て
い
た
の
で
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
開
催
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
へ
の
思
い

　

私
の
家
の
周
り
は
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
り
、
玄
関
に
カ
ブ
ト
虫
や
ク
ワ

ガ
タ
が
飛
ん
で
く
る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
自

然
が
豊
か
で
す
。
こ
れ
も
志
摩
の
い
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
子
ど
も
が

少
な
く
な
っ
て
、私
の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ

た
小
学
校
も
閉
校
に
な
っ
て
し
ま
う
な

ど
、
さ
み
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
志
摩
市

の
産
業
と
し
て
観
光
は
大
事
だ
と
思
う
の

で
、
も
っ
と
観
光
客
に
来
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
伊
勢
神
宮
に
来
て
志
摩
に
泊
ま
る
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
志
摩
に
来
て
志
摩
で
遊

ん
で
帰
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

次
の
志
摩
び
と
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

　

Ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ　

え
え
や
ん
会
の
山や

ま

路じ

浩こ
う

一い
ち

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
株
式
会
社
ヤ
マ

ジ
の
代
表
を
務
め
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
頼
れ
る
先
輩
で
す
。

たくさんの人でにぎわった
「いそべの夏祭り」

磯部太鼓打ち比べコンテストの様子
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平
成
30
年
4
月
か
ら
の
保
育
所・
幼
稚

園
の
入
所（
園
）の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

の
で
、希
望
さ
れ
る
方
は
、期
間
内
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

保
育
所・幼
稚
園
共
通
事
項

【
申
請
書
配
布
】

●
配
布
期
間

10
月
2
日（
月
）～
10
月
27
日（
金
）

●
配
布
場
所

こ
ど
も
家
庭
課・
各
支
所・
各
公
立
保
育

所・幼
稚
園

（
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

【
申
請
書
受
付
】

●
受
付
期
間・時
間

10
月
10
日（
火
）～
27
日（
金
）の
8
時
30
分

～
17
時　
※
土・日
を
除
く

●
受
付
場
所

こ
ど
も
家
庭
課（
市
役
所
１
階
８
番
窓
口
）

※
幼
稚
園
の
受
付
場
所
は
学
校
教
育
課
か

ら
こ
ど
も
家
庭
課
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、現
在
在
所（
園
）し
て
い
る
児
童

が
、来
年
度
も
引
き
続
き
在
所（
園
）す
る

場
合
は
、改
め
て
お
申
込
み
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、転
所（
園
）希

望
の
場
合
は
、申
込
み
が
必
要
で
す
。

保
育
所（
園
）

●
入
所（
園
）資
格

　

保
育
所
を
希
望
す
る
場
合
は
、市
内
に

住
所
が
あ
り
、保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
就
労

②
妊
娠
、出
産

③
病
気
、負
傷

④
親
族
の
介
護・看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動

⑦
就
学　
　
　
　
な
ど

●
保
育
実
施
日

　
月
～
土
曜
日（
祝
日
、年
末
年
始
な
ど
を

除
く
）

●
保
育
時
間

　
市
が
認
定
し
た
保
育
の
必
要
量
に
よ
っ

て
保
育
短
時
間（
8
時
間
）か
保
育
標
準
時

間（
11
時
間
）で
区
分
さ
れ
ま
す
。ま
た
、施

設
に
よ
っ
て
保
育
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

●
保
育
料

　

保
育
料（
利
用
者
負
担
額
）は
、入
所
す

る
児
童
の
年
齢
や
世
帯
の
所
得
階
層（
市

民
税
額
）等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
延
長
保
育

　
家
庭
の
状
況
に
よ
り
基
本
の
保
育
時
間

を
超
え
て
保
育
が
必
要
な
場
合
は
、延
長

し
て
保
育
を
行
い
ま
す（
別
途
延
長
保
育

料
が
必
要
）。

平
成
30
年
度

保
育
所
・
幼
稚
園
の
入
所
（
園
）
児
童
を
募
集

市内保育所一覧表　※対象となる年齢の基準日は平成 30 年 4 月 1 日です。

町名 施設名 対象 満年齢（歳）定員（人） 保育短時間 保育標準時間 延長保育 問い合わせ

公
立

浜島 浜島保育所 ☆10か月～3 75

8：00 ～
16：00

（土曜日は
12：00まで）

7：30 ～
18：30

（土曜日は
12：00まで）

18：30 ～
19：00

 53・1220
大王 大王保育所 ☆10か月～3 80  72・0529
志摩 志摩保育所 ☆10か月～3 140  85・3217

阿児

鵜方保育所 ☆10か月～3 135  43・0156
立神保育所 1 ～5 70  45・2704
志島保育所 ☆1歳6か月～5 45  45・2215
安乗保育所 ☆1歳6か月～5 80  47・3502

磯部
ひのでが丘保育所 1 ～5 60  55・0577

ひまわり保育所 ☆10か月～5 120  55・0177
磯部保育所 ☆10か月～3 60  55・2347

私
立阿児

しまの杜保育園 ★生後57日目～5 80 8：00 ～16：00
7：00 ～
18：00

18：00 ～
19：00

 44・1117
えがお志摩保育園 ☆6か月～5 90 8：30 ～16：30  45・8600
第二しまの杜保育園 ★生後57日目～5 120 8：00 ～16：00  44・1115

☆印の保育所（園）は、表記の年齢に到達した翌月から入所（園）することができます。
★印の保育園は、平成30年2月4日までに出産予定のお子さんも予約で申し込みできます。
※甲賀保育所は休所中のため、募集を行いません。
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幼
稚
園

●
入
園
資
格

　

幼
稚
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、市
内
に

住
所
が
あ
り
、児
童
が
次
の
条
件
に
該
当

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
５
歳
児・・・平
成
24
年
4
月
2
日
～

平
成
25
年
4
月
1
日
生
ま
れ

　
４
歳
児・・・平
成
25
年
4
月
2
日
～

平
成
26
年
4
月
1
日
生
ま
れ

　
３
歳
児・・・平
成
26
年
4
月
2
日
～

平
成
27
年
4
月
1
日
生
ま
れ

　
※
３
歳
児
の
募
集
は
鵜
方
幼
稚
園
の
み
で
す
。

●
保
育
実
施
日

　
月
～
金
曜
日（
祝
日
、春・夏・冬
季
休
業

な
ど
を
除
く
）

●
教
育
標
準
時
間

　
８
時
30
分
～
14
時

●
幼
稚
園
保
育
料・給
食
費
等

　

幼
稚
園
保
育
料（
利
用
者
負
担
額
）は
、

入
園
す
る
児
童
の
世
帯
の
所
得
階
層（
市

民
税
額
）等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。給
食
費

は
月
額
４
，１
０
０
円
で
す
。

●
預
か
り
保
育

　
保
護
者
の
就
労
な
ど
の
事
情
に
よ
り
教

育
標
準
時
間
外
や
土
曜
日
、夏
季
休
業
日

等
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、預
か

り
保
育
を
行
い
ま
す（
実
施
日・時
間
は
施

設
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）。預
か
り
保
育

を
利
用
す
る
に
は
教
育
委
員
会
が
定
め
る

保
育
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、ま
た

別
途
利
用
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
３
歳
児（
鵜
方
幼
稚
園
）の
預
か
り
保
育

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、私
立
幼
稚
園（
し
ま
の
杜
神
明

幼
稚
園
）は
、申
請
書
の
配
布
、受
付
期
間

な
ど
が
公
立
幼
稚
園
と
異
な
り
ま
す
の

で
、く
わ
し
く
は
、し
ま
の
杜
神
明
幼
稚
園

（

 

44・１
１
１
５
）に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
こ
ど
も
家
庭
課（

 

44・０
２
８
２
）

　

保
育
料
の
金
額
な
ど
に
つ
い
て
、
く

わ
し
く
は
、
入
園
案
内
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

こ
ど
も
家
庭
課
へ
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市立幼稚園一覧表　※対象となる年齢の基準日は平成 30 年 4 月 1 日です。

※園児数が一定数に満たない場合は、平成31年度以降の新規募集を行わないことがあります。
※申し込み多数の場合は、抽選になります。
※預かり保育は別途料金が必要です。保護者の就労時間等により、利用できる時間が決まります。

町名 園名 対象年齢
（歳）

定員（人） 教育標準
時間

預かり保育
問い合わせ

3歳児 4歳児 5歳児 月～金 土曜日

浜島 浜島幼稚園 4・5 － 60 60

8：30 ～
14：00

7：30 ～8：30
14：00 ～19：00 7：30 ～12：00

 53・0069

大王 大王幼稚園 4・5 － 30 30  72・2264

志摩
志摩幼稚園 4・5 － 60 60  85・1450

和具幼稚園 4・5 － 60 60

7：30 ～8：30
14：00 ～18：00 －

 85・2024

阿児
鵜方幼稚園 3・4・5 20 120 120  43・0254

国府幼稚園 4・5 － 30 30  47・3400

磯部 磯部幼稚園 4・5 － 30 30 7：30 ～8：30
14：00 ～19：00 7：30 ～12：00  55・0260
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平成30年度
児童館・放課後児童クラブ入館（会）児童募集

○仕事などの理由で、放課後や夏休みなどに保護者などが家庭にいない児童をお預かりし、集団生活や遊びを通して
児童の健全育成を図るとともに、保護者などが安心して働くことのできる環境を提供します。
○対象児童：保護者などが仕事などで昼間家庭にいない児童

【児童館募集内容】

○学校休業日の指導時間　8時～18時
○休館日　　日曜日、祝日、年末年始（12/29 ～1/3）
○対象児童　幼稚園児～小学6年生
○使用料　　1人目　月額10,000円／2人目以降　月額7,000円
　　　　　　ただし、夏休み期間中は1人目16,000円、2人目以降12,000円　※その他、減免規定あり
※平成30年3月末をもって国府児童館は閉館します。
 

【放課後児童クラブ募集内容】
○各児童クラブの定員　おおむね20人

○指導時間　月～金曜日　放課後～18時
　　　　　　学校休業日　8時～18時
○休会日　　日曜日、祝日、年末年始（12/29 ～1/3）
○対象児童　小学生（申込者多数のときは低学年が優先）
○負担金　　1人目　月額10,000円／2人目以降　月額7,000円
　　　　　　ただし、夏休み期間中は1人目16,000円、2人目以降12,000円　※その他、減免規定あり
※神明児童館は平成30年4月から（仮称）神明放課後児童クラブに変更になります。

【以下、共通】
○受付期間　平成29年10月10日（火）～27日（金）（土・日除く）
○配布期間　平成29年10月2日（月）～27日（金）
○申込方法　 申込用紙は、各施設とこども家庭課、各支所にあり

ます。（市ホームページからもダウンロードできま
す。）就労証明書など必要書類を添えて、各施設また
はこども家庭課に提出してください。（各支所は申
込書の配布のみ。）

○問い合わせ　各施設またはこども家庭課（  44・0282）

平成30年4月、東海小学校内（阿児町東部地区の新小学校）に新し
い放課後児童クラブを併設します。今回、新しい（仮称）東海放課
後児童クラブの募集も同時に行います。
東海放課後児童クラブの定員は40人（面積要件による）を予定し
ています。

至東海中学校

国道260号

市
道
里
鹿
谷
線

ＧＳ

至立神

市
道
中
学
校
線

（仮称）
東海放課後児童クラブ

えがお
志　摩
保育園

至鵜方 至大王町

児童館名 定員 指導時間 電話番号
鵜方児童館 100人 放課後～18時  43・6044

クラブ名 場　　所 電話番号
浜島放課後
児童クラブ 浜島小学校1階  090・2138・2858

大王放課後
児童クラブ 大王小学校付近  72・2121

志摩放課後
児童クラブ 志摩幼保園3階  85・1126

（仮称）神明放課後
児童クラブ

神明児童館から
（仮称）神明放課後児童クラブに変更  43・3556

（仮称）東海放課後
児童クラブ 東海小学校（新）内に併設  47・3250

（国府児童館）
磯部放課後
児童クラブ 磯部社会福祉センター2階  55・3600
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市国保
後期高齢 特定健診は もう受けましたか？

特定健康診査実施率の状況は？

　志摩市の実施率は、次のとおり県平均よりも低
い状況となっています。実施率が上がらなけれ
ば、保険税を引き上げなければならない可能性が
あります。

後期高齢者医療の加入者は？

　後期高齢者医療の加入者は、三重県後期高齢者
医療広域連合が、特定健康診査に準じた健診を同
じく11月30日まで実施します。
　対象の人には、受診券を送付しています。

対象の方には受診券をお届けしています。

　特定健康診査の対象者は、志摩市国民健康保険
に加入している40歳から74歳までの人です。

年　度 27年度 28年度
三重県平均実施率 42.0 41.8

志摩市実施率 33.1 32.9

（速報値）

●放っておけない！
　生活習慣病は、悪化するまでほとんど自覚症
状がなく進行する病気です。
　放置しておくと、脳卒中、心筋梗塞、糖尿病等
につながる心配があります。ぜひ、症状がない
うちに健診を受けておきましょう。

特定健診は、11月30日まで
です。11月は、混み合います
ので、早めに健診を受けま
しょう。

まだの方、ぜひ11月末までに特定健診を受診してください。
○自分は元気だから大丈夫という人
　　やせているから健康とは限りません。
　�気が付かないうちに進行し、「あんなに元気
だったのに・・・」というケースも。
○忙しくて時間がないという人
　�　健診にかかる時間は、病気になって通院や
入院などにかかる時間に比べたら、年１回の
わずかの時間です。

○特定健診の費用は？
　�　通常健診費用12,110円のところ、市国保加入者の個人
負担金は、70歳未満の方1,000円、70歳以上の方500円で
受診できます。

○後期高齢者健診の費用は？
　�　通常健診費用12,110円のところ、住民税課税世帯の人
は500円、住民税非課税世帯の人は200円で受診できます。

（問い合わせ）
志摩市役所保険年金課　  44・0213　  44・5260
三重県後期高齢者医療広域連合　  059・221・6884

40歳を超えると5人に1人以上の方が
生活習慣病を発症して、医療機関で
受診しています。
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今
年
も
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、さ
ら
な
る
イ
ベ
ン
ト・催
し
物
を

企
画
検
討
中
の
た
め
、当
日
は
お
子
様
か

ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
大
勢
の
人
に
来
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
昨
年
の
病
院
祭
り
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
で

す
。

◆
今
年
は
志
摩
市
民
病
院
内
に
病
院
祭
り

用
の
掲
示
板
を
つ
く
り
ま
し
た
。新
し
い

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
の
せ
て
い
き
ま
す
。

　
志
摩
市
民
病
院
で
は
第
2
回
目
の
病
院

祭
り
を
開
催
し
ま
す
。地
域
と
病
院
交
流

の
場
を
つ
く
る
こ
と
で
病
院
の
雰
囲
気
、

機
能
、役
割
と
同
時
に
職
員
一
人
一
人
の

顔
や
人
間
性
を
知
っ
て
も
ら
い
、よ
り
市

民
病
院
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
っ
て
、気

軽
に
来
れ
る
病
院
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。来
て
い
た
だ
い
た
人
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
病
院
祭
り
に
な
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日
時

　
11
月
5
日（
日
）

　
10
時
～
15
時（
雨
天
決
行
）

◆
開
催
場
所

　
志
摩
市
民
病
院　
1
階・正
面
駐
車
場

◆
駐
車
場

　

近
隣
に
駐
車
場
を
ご
用
意
し
ま
す
が
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。な
る
べ
く
乗
り

合
わ
せ
か
、公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
内
容

　
屋
外

　
音
楽
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

　
病
院
駐
車
場

　
屋
台
な
ど
の
縁
日
イ
ベ
ン
ト

　
院
内
イ
ベ
ン
ト

　
健
康
相
談
、講
演
、な
り
き
り
ナ
ー
ス
＆

ド
ク
タ
ー
、ク
イ
ズ
ラ
リ
ー（
小
学
生
以

下
）な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

◆
病
院
祭
り
実
行
委
員
会 

会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
潤
史

　
昨
年
に
引
き
続
き
、「
志
摩
市
民
病
院
祭

り
実
行
委
員
会
」の
会
長
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
岩
田
と
申
し
ま
す
。

　
第
１
回
の
病
院
祭
り
で
は
地
域
の
皆
様

の
ご
協
力
の
お
か
げ
も
あ
り
、予
想
を
は

る
か
に
上
回
る
来
場
者
数
と
な
り
ま
し

た
。実
行
委
員
会
と
し
て
は
初
め
て
の
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
の
で
、予
測
で
き
な
い
こ

と
だ
ら
け
で
し
た
が
何
と
か
開
催
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
と
な
る
今
回
の
祭
り
で
は
、

前
回
の
反
省
を
活
か
し
来
場
者
の
皆
様
に

満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、し
っ
か
り
準

備
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
未
来
に
向
か
っ
て

広
げ
よ
う　

病
院
と
地
域
の
輪
」に
な
り

ま
し
た
。未
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
、志
摩

市
は
既
に
超
高
齢
社
会
と
言
わ
れ
る
高
齢

化
率
に
達
し
、誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
人
口
構
造
を
迎
え
ま
す
。し
か
し
、高

齢
化
よ
り
本
当
に
深
刻
な
の
は
健
康
寿
命

の
低
下
で
す
。単
純
に
高
齢
化
自
体
は
問

題
で
は
な
く
、高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
で

過
ご
せ
る
事
が
重
要
で
す
。病
院
は
健
康

を
支
え
る
志
摩
市
の
大
事
な
資
源
で
す
。

今
回
の
病
院
祭
り
が
、病
院
と
地
域
が
輪

に
な
っ
て
深
く
関
わ
る
一
つ
の
き
っ
か
け

に
な
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
江
角
院
長
の
体
制
は
２
年
目
に
な
り
ま

し
た
。今
の
体
制
の
市
民
病
院
は
市
民
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
思
い
を

こ
の
祭
り
を
通
じ
て
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

◆
院
内
病
院
祭
り
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
理
学
療
法
士　
高
橋
理
加

　
今
年
も
ま
た
昨
年
に
引
き
続
き
市
民
病

院
で
は
志
摩
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団

体
、病
院
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆

様
の
協
力
の
も
と「
病
院
祭
り
」を
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
病
院
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
、病
院
っ
て
ど
ん
な
所
？
ど
ん
な
検

査
が
で
き
る
の
？
そ
ん
な
疑
問
を
解
決
し

て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は「
未
来
に
向
か
っ
て
広
げ
よ
う

病
院
と
地
域
の
輪
」を
テ
ー
マ
に
、未
来
の

病
院
、未
来
の
志
摩
市
、将
来
の
自
分
の
体

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
機
会
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
病
院
で
で
き
る

こ
と
を
体
験
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、よ

り
深
く
病
院
を
知
っ
て
も
ら
い
、病
院
と

地
域
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
志
摩
市
民
病
院　
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志
摩
市
民
病
院
だ
よ
り

◆�

第
２
回
病
院
祭
り
の
開
催
に

つ
い
て

健康相談コーナー
今年は医師も相談にのります！

なりきりナース＆ドクター
好評につき今年も行います！

当日撮った写真をいれます

10

志
摩
市
民
病
院
だ
よ
り



11

病
院
祭
り



　
任
期
満
了
に
伴
う
志
摩
市
議
会
議
員
選

挙
が
10
月
22
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
す
。投

票
時
間
は
７
時
か
ら
18
時
ま
で
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
密
接
に
結
び
つ

く
大
切
な
選
挙
で
す
の
で
、一
票
を
無
駄

に
し
な
い
で
、投
票
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

　

投
票
が
で
き
る
の
は
、志
摩
市
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　
今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
の
た
め
の
選

挙
人
名
簿
の
登
録
は
、平
成
29
年
10
月
14

日
を
基
準
日
と
し
同
日
に
登
録
を
行
い
ま

す
。

　
平
成
11
年
10
月
23
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
、平
成
29
年
７
月
14
日
ま
で
に
住
民

票
が
作
成
さ
れ
る
か
、転
入
の
届
出
を
行

い
、引
き
続
き
志
摩
市
に
住
所
を
有
す
る

人
が
該
当
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、投
票
日
前
日
ま
で
に
転
出
さ

れ
た
人
は
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
内
で
転
居
し
た
人

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

で
、平
成
29
年
９
月
22
日
以
降
に
志
摩
市

内
で
転
居
の
届
出
を
し
た
人
は
、転
居
前

の
投
票
区
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
に
書
か
れ
た
投
票
所
以
外
で
は

投
票
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、入
場
券
の
投

票
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票・不
在
者
投
票

　

期
日
前
投
票
と
は
、選
挙
期
日
前
で
も

投
票
日
と
同
じ
よ
う
に
投
票
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　
投
票
日
の
当
日
に
仕
事
や
用
務
な
ど
の

理
由
で
指
定
さ
れ
た
投
票
所
へ
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
と
見
込
め
る
人
は
、期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、期
日
前
投
票
を
す
る
時
点
で
ま

だ
選
挙
権
を
有
し
な
い
人
は
、市
役
所
本

庁
で
不
在
者
投
票
が
利
用
で
き
ま
す
。例

え
ば
、投
票
日
に
18
歳
を
迎
え
る
人
な
ど

が
該
当
し
ま
す
。
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摩
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投
票
日
は
10
月
22
日（
日
）７
時
～
18
時

期
日
前
投
票・不
在
者
投
票
期
間

　
10
月
16
日（
月
）～
10
月
21
日（
土
）

　
８
時
30
分
～
20
時

期
日
前
投
票
所

　
期
日
前
投
票
に
つ
い
て
は
お
住
ま
い
の

地
域
に
関
係
な
く
次
の
ど
の
投
票
所
で
も

投
票
が
で
き
ま
す
。

○
市
役
所
本
庁

○
浜
島
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
市
役
所
大
王
支
所

○
市
役
所
志
摩
支
所

○
市
役
所
磯
部
支
所

○
志
摩
高
校

　
（
17
日（
火
）11
時
～
12
時
30
分
の
み
）

○
水
産
高
校

　
（
18
日（
水
）16
時
～
17
時
30
分
の
み
）

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

　

投
票
日
に
か
け
て
、仕
事
や
旅
行
な
ど

で
志
摩
市
以
外
に
滞
在
す
る
人
は
、滞
在

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、お
早
め
に

志
摩
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
滞
在
地
で
の

不
在
者
投
票
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　
病
院
に
入
院
し
て
い
る
人
や
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
人
は
、そ
の
施

設
が
都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指

定
し
た
施
設
で
あ
れ
ば
、そ
の
施
設
内
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
お
早
め
に
施
設
の
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳

ま
た
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の

交
付
を
受
け
た
上
で
、自
宅
な
ど
で
郵
便

な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

① 

身
体
障
が
い
者
手
帳
に
、両
下
肢
、体

幹
、移
動
機
能
の
障
が
い
が「
１
級
ま
た

は
２
級
」、心
臓・
じ
ん
臓・
呼
吸
器・
ぼ

う
こ
う・
直
腸・
小
腸
の
障
が
い
が「
１

級
ま
た
は
３
級
」、免
疫・
肝
臓
の
障
が

い
が「
１
級
か
ら
３
級
」と
記
載
さ
れ
て

い
る
人

② 

戦
傷
病
者
手
帳
に
、両
下
肢
、体
幹
の
障

が
い
が「
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
」、

心
臓・じ
ん
臓・呼
吸
器・ぼ
う
こ
う・直

腸・
小
腸・
肝
臓
の
障
が
い
が「
特
別
項

症
か
ら
第
３
項
症
」と
記
載
さ
れ
て
い

る
人

③ 

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状

態
区
分
が「
要
介
護
５
」と
記
載
さ
れ
て

い
る
人

　
投
票
用
紙
は
、投
票
日
前
４
日（
10
月
18

日
）ま
で
に
、ご
自
身
で
署
名
し
た
請
求
書

と
と
も
に
、郵
便
等
投
票
証
明
書
を
提
示

し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
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選
挙
公
報

　
選
挙
公
報
は
、投
票
日
の
前
々
日（
10
月

20
日（
金
））ま
で
の
朝
刊
に
新
聞
折
込
み

し
て
配
達
さ
れ
ま
す
。ま
た
、市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　

新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
世
帯
は
、市

役
所
各
支
所
な
ど
に
備
え
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。郵
送
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
又
は
市
役
所
各
支
所
ま

で
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
浜
島
支
所　

 

53・１
１
１
１

　
大
王
支
所　

 

72・０
２
５
５

　
志
摩
支
所　

 

85・１
１
１
１

　
磯
部
支
所　

 

55・０
０
２
６

入
場
券

　

入
場
券
は
、選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
に
、世
帯
ご
と
に
封
筒
で
郵
送

し
ま
す
。10
月
11
日
頃
に
発
送
し
ま
す
の

で
、投
票
の
際
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
を
紛
失
し
た
り
何
ら
か
の
事
情

で
届
か
な
か
っ
た
場
合
で
も
、選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す

の
で
、「
投
票
所
一
覧
」の
表
か
ら
投
票
所

を
ご
確
認
の
上
、投
票
所
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、入
場
券
は
早
め
に
郵
送
し
ま
す

が
、転
出
し
た
人
は
入
場
券
が
届
い
て
も

投
票
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
票

　
10
月
22
日（
日
）　
20
時
30
時
～

　
志
摩
文
化
会
館・大
ホ
ー
ル

　
※
阿
児
ア
リ
ー
ナ
改
修
工
事
の
た
め
。

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

 

44・０
２
０
１　

 

44・５
２
５
２

地区名 投票区名 施　　設　　名

浜島町

浜島第一投票区 浜島生涯学習センター
浜島第二投票区 浜島コミュニティセンター養心館
南張投票区 南張生涯学習センター
桧山路投票区 桧山路生涯学習センター
塩屋投票区 塩屋生涯学習センター
迫子投票区 迫子地区公民館
大崎投票区 迫子コミュニティセンター大崎会館

大王町
波切投票区 大王小学校体育館
船越投票区 船越地区公民館
名田投票区 名田地区公民館
畔名投票区 畔名コミュニティセンター

志摩町

片田投票区 片田共同福祉施設
布施田投票区 布施田コミュニティセンター
和具投票区 志摩小学校体育館
間崎投票区 間崎島開発総合センター
越賀投票区 越賀地区多目的集会施設
御座投票区 御座コミュニティセンター

阿児町

鵜方第一投票区 鵜方公民館
鵜方第二投票区 鵜方児童館
神明投票区 神明地区公民館
立神投票区 立神ふれあいセンター
志島投票区 志島小学校
甲賀投票区 甲賀地区公民館
国府投票区 国府小学校
安乗投票区 安乗漁民センター

磯部町

五知投票区 五知集落センター
山田投票区 山田コミュニティセンター
上之郷投票区 上之郷公民館
下之郷投票区 下之郷共同作業所
飯浜投票区 飯浜集落センター
恵利原投票区 恵利原福祉センター
川辺投票区 川辺コミュニティセンター
迫間第一投票区 迫間第一多目的集会所
迫間第二投票区 迫間文化会館
築地投票区 築地集落センター
山原投票区 山原集会所
夏草投票区 夏草公民館
穴川投票区 穴川公民館
坂崎投票区 坂崎区民センター
三ケ所投票区 三ケ所区民センター
渡鹿野投票区 渡鹿野島開発総合センター
的矢投票区 的矢老人憩の家

投票所一覧
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　地方公共団体の財政の健全化に関する
法律（財政健全化法）が平成19年６月22日
に公布され、地方公共団体は、毎年度、健全
化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比
率、実質公債費比率、将来負担比率）および
資金不足比率を監査委員の審査に付した上
で、議会に報告するとともに、市民のみなさ
んに公表しなければならないとされています。
志摩市の健全化判断比率は？
　平成28年度決算に基づき健全化判断比
率を算定したところ、次のとおり、いずれ
の指標についても早期健全化基準を下回
りました。

※�実質赤字額および連結実質赤字額は発
生しておらず、実質赤字比率および連結
実質赤字比率は算定されないため「－」
としています。
※下段（）書きは前年度数値です。
志摩市の資金不足比率は？
　資金不足比率は、各公営企業の資金不足
額の事業の規模に対する比率です。

　平成28年度においては、下表のとおり、
すべての公営企業において資金不足が生
じていないため、資金不足比率は算定され
ません。
　なお、資金不足比率が経営健全化基準
（20％）以上となった場合には、経営健全化
計画を定めなければなりません。

※�資金不足は発生しておらず、資金不足比率
は算定されないため「－」としています。
※下段（）書きは前年度数値です。
　平成28年度決算に基づく健全化判断比
率および資金不足比率については、すべて
基準を下回っていますが、これらの基準は
財政状況がかなり悪化しないと上回らな
いことから、基準を下回ったことのみで財
政状況が健全であるとはいえません。
　今後も職員数の削減や事務事業の見直し
などの行財政改革に取り組み、長期的な視
点で健全な財政運営を目指していきます。

用語説明
【実質赤字比率とは】
　公営企業（水道、病院、下水道）を除いた
「市の赤字の状況」を表すもの。この比率
が大きいほど、財政運営は厳しい状態であ
り、12.65％を超えると財政健全化団体、
20％を超えると財政再生団体になります。

【連結実質赤字比率とは】
　公営企業を含めた全ての会計を合算し
て、「市全体の赤字の状況」を表すもの。こ
の比率が大きいほど、財政運営は厳しい状
態であり、17.65％を超えると財政健全化
団体、30％を超えると財政再生団体になり
ます。
【実質公債費比率とは】
　公営企業などを含めて、「現在、市がどれ
だけの借入金の返済に追われているか」を
表すもの。この比率が大きいほど、借入金
の返済に追われ、資金繰りが厳しい状態
であり、25％を超えると財政健全化団体、
35％を超えると財政再生団体になります。
【将来負担比率とは】
　市が将来負担しなければならない借入
金などに対して、「市に借金を返済し続け
る体力があるかどうか」を表すもの。この
比率が大きいほど、将来の市の財政を圧迫
することが見込まれ、350％を超えると財
政健全化団体になります。
【早期健全化基準とは】
　財政指標が一つでもこの基準を超えて
しまうと、「財政健全化団体」とされ、市は
「財政健全化計画」を定め、自助努力によっ
て健全化を進めることになります。
【財政再生基準とは】
　財政指標が一つでもこの基準を超えて
しまうと、「財政再生団体」とされ、「財政再
生計画」を定め、国の監督を受けながら財
政の再生に取り組むことになります。

問い合わせ　財政経営課　 �44・0204

志摩市 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字
比　　率

－
（－）

12.65
（12.64）

20.00
（20.00）

連結実質
赤字比率

－
（－）

17.65
（17.64）

30.00
（30.00）

実質公債
費 比 率

10.0
　（9.6）

25.0
（25.0）

35.0
（35.0）

将来負担
比　　率

46.2
（56.2）

350.0
（350.0）

会計名 事業の規模
（千円）

資金不足額・剰余額
（千円）

資金不足
比率（％）

水道事業
会　　計

1,588,645
（1,559,430）

1,663,441
（1,719,708）

－
（－）

病院事業
会　　計

644,491
（578,696）

111,066
（78,237）

－
（－）

下水道事業
特 別 会 計

111,889
（108,900）

33,471
（29,131）

－
（－）

　次の市有地について市有財産売払入札を行います。参加を希望される人は、管財契約課で配付している説明書をお読みに
なり、入札申込書を提出してください。※説明書及び入札申込書は、志摩市ホームページでも取得できます。
■ 入札参加申込の受付期間
　受付期間：10 月 10 日（火）～ 10 月 20 日（金）17 時まで（市役所閉庁日は除く）
　受付場所：市役所５階　管財契約課
　入札申込書は入札に参加するための資格審査に必要ですので、提出のない場合は入札に参加することはできません。
■ 入札日・入札会場
　11 月６日（月）　10 時　　市役所４階　405 会議室
■ 売却物件

■入札参加資格
　次に該当する個人及び法人は入札参加申込みすることはできません。
　1．売買契約を締結する能力を有しない者又は、破産者で復権を得ていない者
　2．当該入札に関する事務に従事する市職員
　3．暴力団員による不当な行為防止等に関する法律第２条第２号から第６号に該当する者
　4．市税を滞納している者
■ 問い合わせ
　　管財契約課　 44・0209　 44・5252　 kanzaikeiyaku@city.shima.lg.jp

物件番号 所　在　地 地　目 地　積 最低売却価格 備　考

1 土地 磯部町迫間 426 番 17�外 2筆 雑種地 279㎡ 3,555,000 円
地積は合計です。

2 土地 磯部町迫間 426 番 18�外 1筆 雑種地 279㎡ 3,555,000 円

3
土地 大王町波切 3981 番地 1 宅地 615.35㎡ 4,063,000 円

売却価格には、建物価格にかかる消費税等が含まれていません。
建物

鉄筋コンクリート造　陸屋根�共同住宅　2階建　6室 1,240,000 円
1階 99.33㎡　2階 99.33㎡�　昭和 53年 12月　新築 合計 5,303,000 円

4 土地 磯部町迫間 1894 番　�外 1筆 宅地 661.17㎡ 16,029,600 円 地積は合計です。

5 土地 浜島町浜島 3564 番 23 雑種地 200㎡ 2,337,600 円

6

土地 磯部町迫間 66番　外 4筆 雑種地 3,057㎡ 36,230,000 円

売却価格には、建物価格にかかる消費税等が含まれていません。
建物

園舎　鉄筋コンクリート造　陸屋根　平屋建 4,570,000 円
倉庫　鉄骨造　亜鉛メッキ鋼板葺（旧磯部幼稚園）

合計 40,800,000 円
園舎　昭和 55年 2月　新築　倉庫　昭和 55年 3月　新築

市有財産売払入札会開催のお知らせ

志摩市の健全化判断比率等
を公表します。　　　　　
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○市営住宅入居者募集○
住宅営繕課　　　 0599・44・0306

１． 申込期間　10月２日（月）～10月16日（月）　　８時30分～17時15分（土・日・祝日の受付はありません）
２．募集戸数

（1）公営住宅
　　19 団地、42 戸募集します。

（2）特定公共賃貸住宅
　　1 団地、3 戸募集します。
　　※家賃月額 45,000 円（駐車場 1 台あり）、共益費 4,500 円

団地名 ※構造 部屋数 建設年度 空家数 所在地

空　
　
　
　
　
　
　
　
家

汐見成2団地70号 簡二 ２ＤＫ 昭和49年 1 浜島町浜島
汐見成4団地79号 簡二 ２ＤＫ 昭和51年 1 浜島町浜島
石塚団地2号・4号・5号 簡二 ２ＤＫ 昭和49年 3 大王町波切
石塚団地7号 簡二 ２ＤＫ 昭和50年 1 大王町波切
石塚団地20号 簡二 ２ＤＫ 昭和52年 1 大王町波切
石塚団地35号・36号・38号 簡二 ２ＤＫ 昭和55年 3 大王町波切
浦山団地12号・14号 簡二 ２ＤＫ 昭和51年 2 大王町船越
塩田岡団地23号・24号・26号 簡二 ２ＤＫ 昭和53年 3 大王町船越
丸田団地8202号・8206号 簡二 ２ＤＫ 昭和56年 2 大王町波切
道筋団地8501号・8505号 簡二 ２ＤＫ 昭和59年 2 大王町波切
金剛院前住宅7号・8号 耐二 ３Ｋ 昭和61年 2 志摩町片田
畑野住宅6号 耐二 ３Ｋ 昭和61年 1 志摩町布施田
山寺住宅7号・8号 簡二 ２ＤＫ 昭和48年 2 志摩町和具
山寺住宅14号 簡二 ２ＤＫ 昭和51年 1 志摩町和具
山寺住宅18号 簡二 ２ＤＫ 昭和51年 1 志摩町和具
笹山新設住宅3号・4号 耐二 ３ＤＫ 昭和54年 2 志摩町和具
細田住宅6号 耐二 ３ＬＤＫ 平成 8年 1 志摩町越賀
権現団地Ｂ棟4号 耐二 ３ＤＫ 昭和60年 1 阿児町鵜方
寺山団地Ｅ棟4号 中耐三 ２Ｋ 平成 8年 1 阿児町鵜方
西山団地3号（事前説明物件） 耐二 ３ＤＫ 昭和63年 1 阿児町立神
岡畑団地2号 耐二 ３ＤＫ 昭和61年 1 阿児町甲賀
うらじろ団地旧Ｂ棟11号・14号 耐二 ２ＤＫ 昭和52年 2 阿児町神明
うらじろ団地旧Ｃ棟8号 耐二 ２ＤＫ 昭和56年 1 阿児町神明
うらじろ団地Ｄ棟102号 耐二 １ＬＤＫ 平成14年 1 阿児町神明
的矢住宅A-5号 簡二 ３Ｋ 昭和56年 1 磯部町的矢
的矢住宅B-5号 簡二 ３Ｋ 昭和58年 1 磯部町的矢
新迫間住宅A-3号・A-5号・B-5号 簡二 ３Ｋ 昭和56年 3 磯部町迫間

※簡二…簡易耐火２階建（プレキャストコンクリート造）　　　　　　※耐二…耐火２階建（鉄筋コンクリート造）
※中耐三…中層耐火３階建（鉄筋コンクリート造）　　　　　　　　　※寺山団地、細田住宅は共益費が必要です。
※公営住宅は駐車場がありません（細田住宅、磯部町の住宅を除く）　※細田住宅は駐車場使用料が必要です。

３．申込場所
　志摩市役所３階　建設部　住宅営繕課
４．申込方法
　 　申込書は住宅営繕課または各支所にあります。募集要項をよく読み、必要書類を添えて、住宅営繕課へ提出し

てください。なお、申込書には必ず希望する団地名と号室を記入してください。

団地名・号室 ※構造 部屋数 建設年度 空家数 所在地

空
家

ベイサイド大方団地
はまゆう棟304号 中耐三 ３ＬＤＫ 平成８年 1 浜島町浜島

ベイサイド大方団地
あじさい棟102号・204号 中耐三 ３ＬＤＫ 平成10年 2 浜島町浜島

※中耐三…中層耐火３階建（鉄筋コンクリート造）
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不動産を公売します
　市では、下記の通り不動産の公売を実施します。公売不動産を買い受けたい人はぜひ入札に参加してくだ
さい。また、入札に参加される場合は、事前に収税課までご連絡ください。
　　入札日時　　11月21日（火）　　10時30分から11時まで
　　ところ　市役所４階　403・405会議室
　　　　※　公売に関する説明を公売期日10時から公売場所で行いますので10時までにお越しください。
公売財産一覧

＊ 「農地買受適格証明書」の交付につきまして、志摩市農業委員会に交付申請する場合は、平成29年10月16
日までに申請してください。

＊「不動産公売のお知らせ」を収税課、各支所窓口に備え付けてありますのでご覧ください。
＊入札に必要な書類（入札書など）は、公売当日に会場でお渡しします。
＊ 公売公告に記載されている公売財産は、売却区分番号単位で公売を中止する場合があります。事前に公売

中止の有無をご確認ください。
＊各売却区分番号の公売条件などくわしくは、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。
問い合わせ
　収税課　  44・0212　  44・5261　  shuzei@city.shima.lg.jp
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行政情報
　平成29年10月１日から育児・介護
休業法が次のとおり改正されます。

【改正点①】
○�最長２歳まで育児休業の再延長が
可能に！

・１歳６カ月以後も、保育園等に入れ
ない場合など、会社に申し出るこ
とにより、育児休業期間を最長２
歳まで再延長できます。
・育児休業給付金の給付期間も２歳まで
となります。（詳細はハローワークまで）

【改正点②】
○�子どもが生まれる予定の方などに
育児休業等の制度のお知らせを！

・事業主は、働く方やその配偶者が妊娠、
出産したこと等を知った場合に、その
方へ個別に育児休業等に関する制度
を知らせる努力義務が創設されます。

【改正点③】
○育児目的休暇の導入を促進！
・未就学児を育てながら働く方が子
育てしやすいよう、育児に関する
目的で利用できる休暇制度を設け
る努力義務が創設されます。

問い合わせ
三重労働局雇用環境・均等室
�059・226・2318

　個人番号カードの交付申請をした
人には、交付準備が整い次第、受取の
案内を送付します。届いた人は、記載
の内容にしたがって、受取日時を予
約してください。
予約方法
　届いた案内をお手元にご用意のう
え、電話にて予約番号・氏名・住所・連
絡先およびご希望の受取日時をお伝
えください。
　安全のため予約者分の個人番号
カードしかご用意できませんので、
予約無しで来庁した人にはお渡しで
きません。
受取場所
志摩市役所�１階�市民課（①番窓口）
受取手続
　お一人につき、30分程度かかりま
す。
　厳格な本人確認のため、「顔認証シ
ステム」を使用した、個人番号カード
の顔写真と本人との同一性判定を実
施します。
　予約制ですが、前の人の手続状況
によっては、待ち時間が生じること
があります。あらかじめご了承くだ
さい。
問い合わせ　市民課
�44・0210　 �44・5260

　市では、地域振興及び産業振興に
寄与する市民を育成することを目的
として起業、就職又は就労の際に有
利となる資格又は免許を取得するた
めの支援として補助金を交付しま
す。
　補助対象資格は厚生労働大臣が指
定する一般教育訓練講座です。
○補助金の額
　補助対象経費の20％
　（上限50,000円）
○交付申請
　�資格を取得した日の翌日から起算
して60日以内に、交付申請書等を
観光商工課に提出してください。
　�補助金の交付には要件を満たす必
要があります。詳しくは、市ホーム
ページ、または、観光商工課までお
問い合わせください。

問い合わせ
観光商工課
�44・0005　 �44・5262

　市では、雇用の創出及び雇用の安定
化を図るとともに、地域振興及び産業
振興に寄与する市民を育成すること
を目的とし、市民及び市内就労者自ら
が知識を深め、起業や就職に有利とな
る資格又は免許を取得した方に奨励
金を交付します。
○交付対象資格
　�通訳案内士、唎酒士、野菜ソムリ
エ、観光コーディネーター、観
光士、販売士（１級）、観光プラン
ナー、観光特産士（１級）、日本さか
な検定（１級・上級）

○奨励金の額
　最高50,000円
※�資格ごとに、額が定められていま
す。

○交付申請
　�資格を取得した日の翌日から起算
して60日以内に、交付申請書等を
観光商工課に提出してください。
　�奨励金の交付には要件を満たす必
要があります。詳しくは、市ホーム
ページ、または、観光商工課までお
問い合わせください。

問い合わせ
観光商工課
�44･0005　 �44･5262

　志摩市が設置している水道メーター
のうち、検定有効期限が満期（８年間）
となるものの取替を予定しています。
　取替業務は、志摩市が依頼し、身分証
を持った水道業者が、対象となる各家
庭を訪問して行いますので、ご協力を
お願いします。作業には30分程度の断
水が伴います。
　なお、取替後にわずかな空気が混
入したり若干の濁りが発生する場合
がありますので、少しの間、蛇口から
水を流してからご使用下さい。
取替予定
　10月　　　志摩町・浜島町
　11月　　　大王町・磯部町
　12月　　　阿児町
※予定は前後することがあります。
　志摩市が行う水道メーター取替作
業で代金をいただくことはありませ
ん。上下水道部を装った訪問販売、詐
欺にご注意ください。
問い合わせ　水道工務課
�55・0241　 �55・0199

　平成29年9月1日現在で調製した
「三重海区漁業調整委員会委員選挙
人名簿」の縦覧を行います。
縦覧の期間
10月20日（金）から11月3日（祝）
8時30分から17時まで
縦覧の場所
市役所本庁舎5階
選挙管理委員会（総務課内）
※�土日祝日に縦覧を希望される場合
は、事前にご連絡ください。

問い合わせ
選挙管理委員会（総務課内）
�44･0201　 �44･5252

三重海区漁業調整委員会委員
選挙人名簿の縦覧

育児・介護休業法が
改正されます

個人番号（マイナンバー）
カード受取方法のご案内

資格取得を支援します！

資格取得者に
奨励金を交付します

水道メーター取替のお知らせ
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　全国アマモサミットとは、「アマモ」や「アマモ場」
を象徴的なキーワードとして、海の自然再生・保全を
目指している今年で 10 回目となる全国的な大会です。
　全国アマモサミット 2017 in 伊勢志摩の開催を契機
に、地域住民をはじめ、漁業者や行政など関係者が、
全国各地の課題や先進的な取り組み事例を共有するこ
とで、伊勢志摩における沿岸域の自然環境保全に向け
た活動の活性化に繋げていきたいと考えています。
　人と自然が共生し、自然の恵みとその生命が循環す
るまちづくりについて、市民の皆さまも一緒に考えて
いただければ幸いです。

全国アマモサミット 2017 in 伊勢志摩実行委員会
委員長　西　尾　　新

このサミットは、全国モーター
ボード競走施行者協議会からの拠
出金を受けて実施するものです。

全国アマモサミット 2017 in 伊勢志摩

プログラム

第１部　－基調講演－　講師　海の博物館　学芸員　平賀 大蔵さん
第２部　－伊勢志摩の取り組み紹介－
○的矢湾／英虞湾／太平洋／海の学び／海の食材との関わり
　伊勢志摩で漁業や海の環境学習、海の幸を使った料理をされている皆さん
○中・高生と海との関わり：愛知県佐久島中学校／三重高等学校／三重県立水産高等学校
第３部　－アマモサミットを活かしたまちづくりの紹介－
○これまでのアマモサミット開催地からの報告：福井県小浜市／岡山県備前市／神奈川県横浜市
第４部　－パネルディスカッション－
〇テーマ「未来に輝け　とこわかの海」：オール伊勢志摩での今後の取り組みの展開について
－サイドイベント－

（会場内）：アマモ育苗器作成　250 本（１リットル瓶）、地域の取り組み等のパネル展示
　　　　　企画展（志摩市歴史民俗資料館）、三重県立水産高等学校の特別展示

（会場外）：アマモ場の生き物展示（志摩マリンランド）

－高校生サミット－　〇アマモを中心とした海に関する高校生の研究発表　12 校
－閉会式－　○大会宣言

12日(日)9時～12時30分

11月11日(土)9時～17時　　－開会式－　三重県立志摩高等学校吹奏楽部の演奏

参加申込等は下記へお問い合わせ又はウェブサイトをご覧下さい
全国アマモサミット 2017 in 伊勢志摩実行委員会

 0599・44・0289　　  0599・44・5262　　 HP  https://amamo-summit2017.com
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～不妊治療について～
　志摩市では不妊に悩むかたを支援するために、一般不妊治療（人工授精）、不育症治療（保険適用外の不育症に
関する検査及び治療）、特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）にかかる治療費の一部を助成しています（条件に
より助成対象にならない場合もあります）。
　治療について悩んでいるかたや、治療費の助成について知りたいかたは、健康推進課までご相談ください。
　一般不妊治療、不育症治療については、志摩市のホームページにも掲載しています。（申請書のダウンロードも
可能です）
※健康推進課　  44・1100（平日 9 時 00 分～ 12 時 00 分、13 時 00 分～ 17 時 00 分）
　担当者が不在の場合もありますので、事前にお電話でお問い合わせください。

専門相談を希望する人は、三重県不妊専門相談センターをご利用ください。
【三重県不妊専門相談センター】

専用電話番号  059 ・211・0041
相 　 談 　 日

（面接は要予約）
毎週火曜日

（祝日及び 12 月 29 日～ 1 月 3 日を除く）
受 付 時 間 午前 10 時～午後８時
相 　 談 　 員 助産師・看護師（女性）

　　各種がん検診は定員に限りがありますので、お申し込み時点でご希望にそえない場合があります。
　　結核（定期）健康診断・肺がん検診・大腸がん検診に定員はありません。
　　命にかかわる大切な検診ですので、ぜひ受けましょう。

●集団検診のお知らせ　【10 月実施分】

検診種別 日にち 場所 受付時間

乳がん検診（マンモグラフィ）
子宮頸がん検診

10 月 17 日（火）
商工会館阿児支所

9 時 30 分～ 10 時 00 分
10 時 30 分～ 11 時 00 分
13 時 30 分～ 14 時 00 分
14 時 30 分～ 15 時 00 分10 月 31 日（火）

結核（定期）健康診断
肺がん検診
大腸がん検診

　9 ～10月に市内各地区を検診バスが巡回して行います。詳細については、7月に各戸配布した案内
チラシ（黄緑色）をご覧いただくか、健康推進課（保健センター）へ問い合わせください。

乳がん検診
（マンモグラフィ） 子宮頸がん検診 結核（定期）健康診断・　

肺がん検診・大腸がん検診

対 象 年 齢 40 歳以上で偶数年齢
（41歳の方は無料クーポンが利用できます）

20 歳以上で偶数年齢
（21 歳の方は無料クーポンが利用できます）

肺がん・大腸がん：40 歳以上
　　　　　　結核：65 歳以上

持　ち　物 健康保険証、バスタオル 健康保険証

自己負担金 1,200 円 1,200 円 結核・肺がん：200 円
　　大腸がん：600 円

無料対象者 70 歳以上の人、検診日当日に志摩市の国民健康保険に加入している人

❶実施場所、時間等

❷その他

 ご注意
　・対象年齢は、平成30年4月1日現在の年齢です。
　・ 個別、集団を問わず、同じ検診を年度（平成29年4月～平成30年3月）内に2回受診した場合、2回目は全額自己

負担になります。
　・集団検診の結果は、受診日から約1か月後に自宅に郵送されます。
　・健康保険証を必ずお持ちください。お持ちでない場合は、受診できないことがあります。
　・検診日当日に、志摩市に住所のある人が対象となります。

現在、乳がん（マンモグラフィ・超音波）検診、子宮頸がん検診、胃がん検診、結核（定期）健康診断・
肺がん検診、大腸がん検診の申し込み受付中です。年間予定は 5 月と 7 月に各戸配布した案内チラシ

（ピンク色・黄緑色）をご覧ください。

 申込・問合せ　健康推進課（保健センター）　  44・1105　  44・1102

19

不
妊
治
療・が
ん
検
診



平成29年度　高齢者用“肺炎球菌ワクチン”予防接種を実施中です
　高齢者用肺炎球菌ワクチン（定期）予防接種を次のとおり実施しています。対象となる人で、まだ接種されて
いない場合は、この機会にぜひ予防接種を受けましょう！
１接種対象者　 過去に高齢者用肺炎球菌ワクチン（23価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）を接種し

たことがなく、市内に住所登録がある人で、次の（ア）～（ウ）のどれかに該当する人。
（ア）次の表に該当する人（対象年齢に該当する人には、４月上旬に個人通知《ハガキ》を郵送しています）

（イ）60歳～64歳で、心臓・腎臓・呼吸器に障がい（日常生活が極度に制限される程度）がある人
（ウ） 60歳～64歳で、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）により免疫機能に障がい（日常生活がほとんど不可能な程

度）がある人

２接種期間　　平成30年3月31日まで【この期限を過ぎると全額自己負担になります】

３申込方法　　下記の医療機関へ直接電話などで予約し、接種してください。

４個人負担金　3,000円（接種料金8,400円のうち、市が5,400円を助成します）　※生活保護受給者は無料

５持　ち　物　案内通知（ハガキ）、健康保険証、個人負担金

６問い合わせ　健康推進課（保健センター）　  44・1100

年齢 対象となる生年月日 年齢 対象となる生年月日
65歳 昭和27年4月2日～昭和28年4月1日 85歳 昭和 7年4月2日～昭和 8年4月1日
70歳 昭和22年4月2日～昭和23年4月1日 90歳 昭和 2年4月2日～昭和 3年4月1日
75歳 昭和17年4月2日～昭和18年4月1日 95歳 大正11年4月2日～大正12年4月1日
80歳 昭和12年4月2日～昭和13年4月1日 100歳 大正 6年4月2日～大正 7年4月1日

※ 市外での接種を希望される方は、事前に手続きが必要となる場合がありますので、健康推進課までご連絡を
お願いします（県外での接種は全額自己負担になります）。

地区 医療機関名 電話番号 地区 医療機関名 電話番号

阿　児

池田ファミリークリニック  43・0010
浜　島

浜島診療所  53・0101
いずみ耳鼻咽喉科・アレルギー科  44・0007 別當クリニック  53・1235

おかむらクリニック  44・2828
大　王

あがわ医院  72・2663
尾崎内科  44・3275 志摩市民病院  72・5555

金児外科医院  43・4918 和気医院  72・0053
近藤医院  43・0007

志　摩

井上医院  85・0276
齋木内科  43・2491 鍋島医院  85・0007

志摩こどもの城クリニック  46・1525 松井医院  85・0047
谷奥医院  45・2201 山本クリニック  84・0777

中瀬外科胃腸科  43・4327 市立前島診療所  84・1001
中村医院  47・3037

磯　部

いしがみ医院  56・0022
服部内科  43・1033 おかむね医院  55・3333

林クリニック  46・1100 谷岡医院  57・2223
豊和病院  43・1511 西岡記念セントラルクリニック  55・0008
山下医院  45・3435 日比クリニック  55・0218

わき内科クリニック  45・8011
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高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ
【接種対象者】　市内に住所を有する人で、本人の意思確認ができ①または②に該当する人
　①接種日において65歳以上の人
　②�接種日において60歳から64歳までの人で、心臓・腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全
　　ウイルスによる免疫の機能に障がいがある人（身体障害者手帳1級程度）
【接種期間】　平成29年10月15日から平成30年1月31日まで
【ワクチンと接種回数】　インフルエンザHAワクチン　1回接種
【個人負担金】　1,400円（接種料金4,200円のうち2,800円を市が負担します）
　　　　　　　※生活保護世帯の人は無料です。
【申込方法】
　次の実施医療機関へ直接予約して接種してください。
　※�実施可能な日が限られている医療機関もありますので、事前に電話等で医療機関へ確認をとって

ください。
　※�一覧になくても接種可能な医療機関や、通院・入院・入所している人だけ接種可能な医療機関・施設

もありますので、各医療機関にお問い合わせください。
【持ち物】
　健康保険証・個人負担金
　（接種対象者②に該当する人で身体障害者手帳をお持ちの人は持参してください）
【問い合わせ】　健康推進課（保健センター）　 �44・1100

※市外・県外の医療機関で接種を希望される場合は、事前に手続きが必要となりますので
　健康推進課（保健センター）　 �44･1100まで、ご連絡ください。

平成29年度�高齢者インフルエンザ予防接種実施医療機関一覧
地区 医療機関名 電話番号 地区 医療機関名 電話番号

阿
　
児

池田ファミリークリニック  43・0010 浜
島

別當クリニック  53・1235
いずみ耳鼻咽喉科・アレルギー科  44・0007 市立浜島診療所  53・0101
うえむら整形外科  45・8800

大
王

あがわ医院  72・2663
おかむらクリニック  44・2828 和気医院  72・0053
尾崎内科  44・3275 志摩市民病院  72・5555
金児外科医院  43・4918

志
摩

井上医院  85・0276
近藤医院  43・0007 鍋島医院  85・0007
齋木内科  43・2491 松井医院  85・0047
志摩こどもの城クリニック  46・1525 山本クリニック  84・0777
谷奥医院  45・2201 市立前島診療所  84・1001
中瀬外科胃腸科  43・4327

磯
部

いしがみ医院  56・0022
中村医院  47・3037 おかむね医院  55・3333
服部内科  43・1033 谷岡医院  57・2223
林クリニック  46・1100 西岡記念セントラルクリニック  55・0008
豊和病院  43・1511 日比クリニック  55・0218
山下医院  45・3435
わき内科クリニック  45・8011
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　女性の就業が進むなど社会の実情
が大きく変化している中で、配偶者
の収入要件がある「配偶者手当」は
税制・社会保障制度とともに女性の
パートタイム労働者の就業調整の要
因になっていると指摘されていま
す。税制・社会保障制度同様「配偶者
手当」についても配偶者の働き方に
中立的な制度となるよう見直しを進
めることが望まれますので、企業に
おいても労使で「配偶者手当」の在り
方について話し合いを進めていただ
くようお願いします。
問い合わせ
　三重労働局雇用環境・均等室
�059・226・2110

お知らせ
「募集」「お知らせ」など役立つ情報
をお知らせします

社会的養護の社会化フォーラム
～つながってみんなで育てたらえ
えんやに～　開催のお知らせ

　現在三重県下では、500人余りの子
どもが、様々な事情で家庭での養育
を受けられない現状があります。ま
た、養護施設や里親の元から自立す
る18才になった子どもには、就職・居
場所等様々な自立支援が必要です。
　社会的養護に関わっている方だけで
なく、地域の方に関心を持って、関わっ
ていただき、何が出来るのかを共に考
えていくフォーラムを開催します。
と　き　10月22日（日）
　　　　10：00～16：30
ところ　三重県総合文化センター
　　　　フレンテみえ
内　容
映画「さとにきたらええやん」上映
パネルディスカッション（鈴木英敬知事他）
3つの分科会・ロビー企画等
参加費　�無料（分科会等定員有り：要

申し込み）
主　催　�社会的養護の社会化フォー

ラム実行委員会
問い合わせ
（特）三重県子どもNPOサポートセ
ンター（実行委員会事務局）
�059・232・0270　 �059・232・0271

　こころに不調が起こっていても、
自分自身では気づかなかったり、気
づいていても周囲の人に隠して我慢
してしまうことがあります。
　『うつ病』について知り、家族や友
人そして自分自身の健康づくりに役
立つ内容です。是非、この機会をご利
用ください。
と　き　11月28日（火）
　　　　19時～20時30分
ところ　サンライフあご　３階
　　　　多目的ホール
講　師　こころの医療センター
　精神科認定看護師　中川　志穂氏
申し込み期限　11月20日（月）
申し込み・問い合わせ　健康推進課
�44・1100

「配偶者手当」の在り方について
～女性の活躍を推進していくために～

～あなたのこころ、元気ですか？～
『うつ病』について知ろう

　市では、東日本大震災の教訓を踏まえ、近い将来発生が危惧されている南海トラフ地震や風水害に対する市の
防災対策の基本となる「志摩市地域防災計画」の改訂を進めています。
　今回、その改訂案がまとまりましたので、市のホームページ、または地域防災室などで公表を行います。皆さん
のご意見をお聞かせください。

募 集 期 間　10月２日（月）～11月２日（木）
募 集 対 象　（１）市内に住所を有する人
　　　　　　（２）市内に事務所または事業所を有する個人および法人その他団体
　　　　　　（３）市内に存する事務所または事務所に勤務する人
　　　　　　（４）市内の学校に在学する人　　　（５）その他計画に利害関係を有する人
閲 覧 方 法　●�市ホームページ
　　　　　　●�市役所本庁（１階ロビー、５階24番窓口地域防災室）および各支所
　　　　　　※ただし、市役所閉庁日は閲覧できません。
提 出 方 法　●�地域防災室または各支所へ書面（所定の様式）を持参
　　　　　　●�郵送（〒517-0592　阿児町鵜方3098-22）
　　　　　　●� �44・5252　　　●�  chiikibosaishitsu@city.shima.lg.jp
　　　　　　※所定の様式を使用し、提出してください
　　　　　　　（住所、名前、連絡先および募集対象者であることを示していただく必要があります）。
結果の公表　提出された意見は、次に掲げる事項を公表します（個人情報は除く）。
　　　　　　（１）意見の概要
　　　　　　（２）意見に対する市の考え方
　　　　　　（３）計画改訂案を修正した場合は、修正した内容
問い合わせ　地域防災室
　　　　　　 �44・0203　 �44・5252　  chiikibosaishitsu@city.shima.lg.jp

市地域防災計画の改訂（案）に関する意見募集
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内　容　森林保全講習会（天然林の伐
採、搬出体験とキノコの植菌体験等）
開催日　12月2日（土）
募集人員　40人
対　象　一般・親子（小学生以下の方
は、保護者同伴でお申込みください。）
参加料　無料
申し込み期限　11月17日（金）まで
※�詳しくは、チラシ（回覧）、ホーム
ページを見てください

申し込み・問い合わせ　農林課
�44・0288　 �44・5262
 norin@city.shima.lg.jp

　国際協力機構（JICA）では、国づく
りに貢献するボランティアを募集し
ており、次のとおり説明会を開催しま
す。参加無料で予約なども必要ありま
せんので、お気軽にお越しください。
と　き　10月21日（土）10：30～12：30
ところ　四日市市じばさん三重4階
問い合わせ
　（公社）青年海外協力協会中部支部
�052・459・7229
 chubu-bosetu@joca.or.jp

今月の相談事業など
種目 内容・対象 相談員など 日程 場所 申し込み・問い合わせ

家庭児童相談室
18 歳未満の子どもについての相
談をお受けします。電話での相
談も可能です。

家庭相談員など
平日
９時～ 12 時
13 時～ 16 時

市福祉事務所
家庭児童相談室

44・0282
44・5260

母子・父子相
談、女性相談

ひとり親家庭・寡婦からの相談
をお受けします。
女性からの相談（配偶者からの
暴力についてなど）をお受けし
ます。電話での相談も可能です。

母子・父子自立支援
員、女性相談員

平日
９時～ 12 時
13 時～ 16 時

市福祉事務所
こども家庭課

44・0282
44・5260

行政相談

総務省では、10 月 16 日から 22
日までの一週間を「行政相談週
間」と定め、この週間にちなみ、
国の行政に関する意見や要望を
お聞きする行政相談を行います。
※総務省では、毎日相談を受け
付けていますので、ご利用くだ
さい。

総務省
行政相談委員

10 月 24 日（火）
13 時 30 分～ 15 時

浜島生涯学習センター
２階　研修室 総務課

44･0201
44･5252

総務省
三重行政監視行政相談セン
ター・行政監視行政相談課

（行政苦情 110 番）
0570・090110

10 月 25 日（水）13 時～ 15 時 大王公民館
２階　小会議室

10 月 27 日（金）13 時～ 16 時 市役所本庁
２階　203 会議室

10 月 30 日（月）13 時～ 16 時 磯部健康福祉センター
「かがやき」相談室

10 月 31 日（火）13 時～ 16 時 志摩文化会館
２階　研修室

市こころの相談 こころの病や
こころの健康づくりについて 保健師

10 月 24 日（火）
9 時～ 12 時、13 時～ 16 時
※要予約（10 月 23 日（月）12 時まで）

保健センター
（サンライフあご３階）

健康推進課（保健センター）
44・1100

※随時相談も行っています。

出張年金相談 年金に関する相談 社会保険労務士 10 月 12 日（木） 志摩市商工会館 日本年金機構伊勢年金事務所
0596・27・3601

特設人権相談 日常生活におけるさまざまな
人権問題に関する相談 人権擁護委員 10 月 17 日（火） 志摩文化会館

２階　研修室
人権市民協働課

44・0227
認知症

サポーター養成
出前講座

認知症を理解し、認知症のかた
やその家族を地域で見守る「認
知症サポーター」を養成

看護師、地域包括支
援センター職員　他

10 月 19 日（木）
13 時 30 分～ 15 時
※可能な限り前日までにお申込下さい。

甲賀地区公民館
介護・総合相談支援課

44・0284
44・5260

もの忘れ
予防教室

・もの忘れが気になる人
・もの忘れチェックや
　レクリエーション

保健師　他
10 月 27 日（金）
13 時 30 分～ 15 時 30 分
※可能な限り前日までにお申込下さい。

甲賀地区公民館
介護・総合相談支援課

44・0284
44・5260

不動産弁護士
無料相談会 不動産に関する無料相談 弁護士

10 月 18 日（水）
13 時 30 分～ 15 時 30 分
※要予約

宅地建物取引業協会
伊勢志摩支部
伊勢市勢田町 472

（公社）三重県宅地建物
取引業協会伊勢志摩支部

0596・24・1685

就労相談 就労支援
対象：児童扶養手当受給者

就 労 支 援 ナ ビ ゲ ー
ター　他

第 4 水曜日
※変更となる場合があります

市役所
202 会議室

こども家庭課
44・0282
44・5260

※ 母子・父子自立支援員に
よる事前聞き取りあり。

第１回
と　き　10月17日（火）
　　　　19時～20時30分
ところ　磯部生涯学習センター
講　師
　西岡記念セントラルクリニック
　西

にしおか

岡　洋
ようすけ

右　医師
第２回
と　き　10月19日（木）
　　　　19時～20時30分
ところ　志摩文化会館
講　師　松井医院　松

まつ

井
い

　好
よし

人
と

　医師
※２回とも内容は同じ予定です。
問い合わせ
（公社）志摩医師会　 �44・0176

里山づくり講習会参加者
募集について募 JICAボランティア秋募集

「体験談＆説明会」の開催について募
市民公開講座
住民と医師のふれあい教室
「元気な高齢者をめざそう！」

　臓器移植は、広く社会に理解と支援が
あって成り立つ医療です。わたしたち一
人ひとりが、臓器提供について考え、家
族と話し合い、自分の臓器提供に関する
意思表示をしておくことが大切です。運
転免許証や健康保険証の裏面の意思表
示欄で意思表示が可能です。ぜひご自分
の意思を記入しておきましょう。
問い合わせ
（公財）三重県角膜・腎臓バンク協会
�059・224・2333（平日8：30～17：15）

10月16日臓器移植法
施行20周年を迎えます。 　志摩市では「伊勢志摩ナンバー」の

導入の是非や要望の検討を始めてい
ます。今回市民の皆さんの意見を聞
くためアンケート調査を実施します
のでご協力をお願いします。
調査対象者　無作為抽出の18歳以上
の人　3,000人
回答方法　アンケート用紙が届いた
ら10月16日（月）までに調査用紙を
返送してください。
問い合わせ
　総合政策課　 �44・0205

「ご当地ナンバー」に
関するアンケートの実施

と　き　10月14日（土）12時30分～16時
ところ　伊勢生涯学習センターいせトピア
内　容　特別公演、骨密度測定、健康相談
問い合わせ　伊勢赤十字病院整形外科
　　　　　　 �0596・28・2171
　　　　　　市立伊勢総合病院整形外科
　　　　　　 �0596・23・5111
　　　　　　県立志摩病院整形外科
　　　　　　 �0599・43・0501

三重県整形外科イベント市
民公開講座「骨と関節の日」
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私
は
昨
年
十
月
に
志
摩
の
里
へ
入
職
し
、
支
援
相
談
室
で
介
護

支
援
専
門
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
市
外
の
介
護
老

人
保
健
施
設
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で

貢
献
出
来
た
ら
と
思
い
入
職
し
ま
し
た
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設
の
使
命
と
し
て
、い
く
つ
か
あ
る
中
で
「
在

宅
復
帰
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
在
宅
復
帰
」
の
役
割
を
担
う
べ

く
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

そ
れ
に
基
づ
く
日
常
生
活
動
作
訓
練
を
看
護
職
・
介
護
職
が
日
々

の
生
活
で
実
践
し
、
身
体
機
能
・
日
常
生
活
動
作
の
改
善
・
維
持

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
施
設
の
環
境
だ
か
ら
歩
け
た
り
、
ト
イ
レ
で
排
泄
で
き

た
り
」
と
思
わ
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
退
所
前

自
宅
訪
問
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
ご
本
人
と
一
緒
に
ご

自
宅
を
訪
問
し
、
動
作
の
確
認
や
住
宅
改
修
が
必
要
な
場
合
に
は

居
宅
介
護
支
援
事
業
・
福
祉
用
具
事
業
所
等
関
係
機
関
と
連
携
を

図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
施
設
に
戻
っ
て
か
ら
退
所
す
る
ま
で
の

間
に
不
安
な
点
を
話
し
合
い
、
生
活
の
中
で
改
善
を
図
れ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
自
宅
に
退
所
し
た
ら
も
う
利
用
は
出
来
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
繰
り
返
し
利
用
す
る
事
が
可
能
で
す
。
再
度
、
利
用
し
た

い
と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
支
援
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

セ
ン
タ
ー
長

　
　
　 だ
よ
り

セ
ン
タ
ー
長

　
　
　 だ
よ
り

セ
ン
タ
ー
長

　
　
　 だ
よ
り

シ
リ
ー
ズ

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
現
場
か
ら

第64回

志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

介
護
支
援
専
門
員
　
尾お

原は
ら

　
功い
さ

人と

　
私
が
以
前
病
気
の
時
、
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
た
こ
と
を
書

き
ま
し
た
が
、
身
内
に
も
病
気
で
な
い
の
に
認
知
機
能
低
下
の
方

が
い
ま
す
。

　
私
が
か
つ
て
読
ん
だ
本
で
、
認
知
機
能
低
下
っ
て
神
様
が
く
れ

た
み
た
い
な
も
の
で
、
老
化
す
る
こ
と
や
こ
の
世
と
お
別
れ
す
る

こ
と
の
恐
怖
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
、
楽
に
な
る
よ
っ
て
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。

　
確
か
に
本
人
に
と
っ
て
は
そ
う
い
っ
た
面
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

そ
の
人
を
介
護
す
る
立
場
の
人
の
感
覚
は
違
い
ま
す
。

　
私
の
経
験
で
は
、
本
人
は
記
憶
力
が
非
常
に
低
下
し
、
5
分
で

記
憶
が
な
く
な
る
た
め
同
じ
話
を
毎
日
何
度
も
繰
り
返
す
。
善
悪

の
判
断
が
つ
か
な
い
た
め
、
よ
く
な
い
行
動
を
す
る
こ
と
が
度
々

あ
る
。
で
も
、
自
分
が
悪
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
な
ど
な
ど
。

　
ヘ
ル
パ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
介
護
保
険
を
利
用
す
る
と
か

な
り
助
か
る
が
、
そ
れ
で
も
介
護
者
の
負
担
が
な
く
な
り
は
し
な

い
。
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
苦
労
が
毎
日
積
み
重
ね
ら
れ
る
と
、

負
担
が
重
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
苦
労
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
に
は
、
本
人
に
対
す
る

対
応
の
工
夫
を
十
分
に
考
え
、
同
じ
よ
う
な
苦
労
を
し
て
い
る
人

と
話
し
合
い
を
す
る
。
対
応
の
仕
方
や
、
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

使
う
と
よ
い
の
か
ケ
ア
マ
ネ
に
相
談
す
る
。
な
ど
、
ど
う
し
て
も

苦
労
や
負
担
が
全
く
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
で
す
が
、
す
こ
し
で

も
軽
く
な
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
機
能
の
低
下
っ
て

セ
ン
タ
ー
長

田た

畑ば
た

　
好よ
し
基き
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日
本
地
図
を
広
げ
る
と
北
は
能
登
半
島
か
ら
縦
に
1
線
、東
経

１
３
７
度
線
が
走
り
、そ
の
南
端
が
大
王
崎
で
す
。こ
の
岬
が
遠
州
灘

と
熊
野
灘
を
分
け
、荒
波
を
分
け
る
よ
う
に
突
き
出
て
い
る
の
で
古

く
か
ら
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
波
切
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。沖
合
は
海
の
難
所
と
し
て
知
ら
れ
て
舟
人
に
恐
れ

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
波
切
は
坂
が
多
く
、坂
道
や
民
家
、海
や
灯
台
の
風
景
が
絵
画

や
写
真
の
題
材
と
し
て
好
ま
れ
多
く
の
人
た
ち
を
引
き
付
け
る「
絵

か
き
の
ま
ち
」と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
大
王
崎
や「
絵
か
き
の
ま
ち
」が
有
名
な
波
切
で
す
が
、「
波
切
の
石

工
」も
全
国
的
に
知
ら
れ
て
お
り
、波
切
に
は
ど
こ
か
懐
か
し
い
石
の

町
並
み
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
石
工
と
は
石
材
を
加
工
し
た
り
石
垣
や
石
塀
を
築
く
職
業
の
こ
と

で
す
。明
治
末
に
は
30
人
だ
っ
た
石
工
は
徐
々
に
増
え
、波
切
漁
港
の

大
改
修
で
も
腕
を
発
揮
し
て
岸
壁
を
築
き
、昭
和
初
期
に
は
３
０
０

人
～
５
０
０
人
も
の
石
工
が
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。全
国
的
な

築
港
や
河
川
工
事
な
ど
の
需
要
と
と
も
に
、仕
事
場
も
日
本
全
国
に

展
開
し
て
い
き
、「
波
切
の
石
工
」は
有
名
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

大
慈
寺
の
石
垣
塀
は
構
築
時
期
が
明
ら
か
で
、し
か
も
専
門
の
石

工
が
築
い
た
波
切
最
古
の
石
積
み
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。今
の
石
垣

塀
は
万
延
元
年（
１
８
６
０
年
）に
積
ま
れ
た
も
の
で
す
。大
慈
寺
の

石
積
み
は
ノ
ミ
を
使
っ
て
石
を
整
形
し
石
の
合
わ
せ
目
を
隙
間
な
く

合
わ
せ
て
あ
り
、１
０
０
年
以
上
が
過
ぎ
た
今
で
も
く
る
い
が
な
く

加
工
と
と
も
に
積
む
技
術
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
石
工
た
ち
が
造
り
出
し
た
石
段
や
石
垣
の
多
い
波
切
の
ま
ち
の
風

景
を
、民
俗
学
者
、宮
本
常
一（
故
人
）は
、「
ど
こ
か
遠
い
北
ア
フ
リ
カ

の
海
辺
の
町
に
い
る
か
の
よ
う・・・」（『
志
摩
と
い
う
国
』昭
和
55
年

発
行
）と
記
し
て
い
ま
す
。身
近
に
あ
り
す
ぎ
て
気
付
か
な
い
先
人
の

技
と
美
し
い
風
景
等
の
価
値
を
再
認
識
し
、今
後
の
地
域
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
参
考
文
献：大
王
町
史
）

市
長
コ
ラ
ム

vol.10

市
民
と
共
に

波
切
の
石
工

地域包括支援センターは高齢者の暮らしを総合的にサポートします!!

志摩市地域包括支援センター 市役所1階 ⑤番窓口 介護・総合相談支援課内
 44・0284　  44・5260　  kaigosogo@city.shima.lg.jp

認知症になっても安心して暮らせるまちづくりを目指して…
志摩オレンジキャラバンにぜひご参加ください！
　志摩市では、月に１回、公民館等を巡回し「志摩オレンジキャラバン
（認知症サポーター養成出前講座）」を実施しています。
　認知症サポーターは、何か特別なことをする人ではなく、

・・・それが認知症サポーターの役割です。
　ぜひ志摩オレンジキャラバンにご参加いただき、「認知症になって
も安心して暮らせるまちづくり」について一緒に考えてみませんか？
広報しまの「今月の相談事業など」または「広報カレンダー」で、日時・
会場などをご確認いただけます。
　　★次回開催：10月19日（木）13：30～甲賀地区公民館

認知症のことを正しく理解して、
認知症の人や家族を温かく見守り、

その中で自分ができる応援をする

RUN�TOMO-RROW2017　[通称：RUN伴（らんとも）]とは…
　「認知症になっても安心して暮らしていけるまちづくり」をめざ
し、認知症の人や家族、支援者、一般の人が少しずつリレーをしなが
ら一つのタスキをつなぎゴールを目指す全国的なイベントです。
2017年は志摩市が三重南ルートのスタート地点となりました。
　10月14日（土）9：00～　志摩市役所を出発です！
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すくすくラ ンド 10 月の子育て支援事業のご案内

事　　業 と　　　き と　こ　ろ

育児サークル
わらじっこ 毎週金曜 9時30分～11時30分

大王公民館
�72・2468

園庭開放

毎週
月～金 9時30分～11時

志摩幼保園
�85・3217

毎週火曜 9時30分～11時
大王幼保園（大王保育所）

�72・0529

毎週水曜 9時30分～11時
浜島幼保園
�53・0069

12日（木） 9時30分～11時
ひのでが丘保育所

�55・0577

26日（木） 9時30分～11時
ひまわり保育所
�55・0177

��5日（木） 9時30分～11時
磯部幼保園
�55・2347

��4日（水）
18日（水） 9時30分～11時

立神保育所
�45・2704

10日（火）
24日（火） 9時30分～11時

えがお志摩保育園
�45・8600

11日（水） 9時30分～11時
鵜方保育所
�43・0156

※えがお志摩保育園の園庭開放は、1週間前までに電話予約が必要です。

志摩子育て支援センター　 �85・0940
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

浜島子育て支援センター　 �53・1220
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

子育て支援センターわくわくの森　 �44・1117
事　業 と　　き

センター開放
毎週月～金 ��9時～11時30分

13時～15時30分育児相談

磯部子育て支援センター　 �55・1741
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時、13時～16時

子育てサロン 9時～12時、13時～15時

ひよこクラブ 17日（火） 10時～11時

※いずれの事業も開催日が祝日の場合はお休みです。

　
八
月
二
九
日
の
朝
日
新
聞
か
ら
、

―
政
府
が
米
軍
普
天
間
飛
行
場（
沖
縄
県
宜
野

湾
市
）の
移
設
工
事
を
進
め
て
い
る
名
護
市
辺

野
古
の
米
軍
キ
ャ
ン
プ・シ
ュ
ワ
ブ
の
ゲ
ー
ト

前
で
、沖
縄
防
衛
局
の
職
員
が
、抗
議
活
動
を

続
け
る
市
民
に「
日
本
語
わ
か
り
ま
す
か
」と

発
言
し
た
。防
衛
局
は
、「
誤
解
を
招
く
恐
れ

も
あ
る
」と
し
て
職
員
を
注
意
し
た
と
い
い

ま
す
。
―

　
八
月
二
八
日
午
後
、移
設
工
事
の
資
材
搬
入

を
止
め
よ
う
と
ゲ
ー
ト
前
に
座
り
込
む
市
民

に
、職
員
が
拡
声
器
で
移
動
を
求
め
た
際
に
こ

の
よ
う
に
言
葉
を
発
し
ま
し
た
。反
対
派
は
、

「『
沖
縄
の
方
言
は
わ
か
ら
な
い
』と
言
葉
で
も

差
別
さ
れ
て
き
た
沖
縄
の
歴
史
を
踏
ま
え
な

い
発
言
だ
」と
反
発
し
て
い
ま
す
。防
衛
局
は
、

「
言
っ
た
こ
と
を
全
く
聞
い
て
も
ら
え
な
い
中

で
出
た
発
言
で
、差
別
や
侮
辱
の
意
図
は
な

か
っ
た
」と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
思
い
出
す
の
は
、昨
年
十
月
、沖
縄
県
の
米

軍
北
部
訓
練
場
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
移
設
工
事
の

現
場
で
、抗
議
活
動
を
し
て
い
た
市
民
に
対

し
、大
阪
府
警
か
ら
派
遣
さ
れ
た
機
動
隊
員
が

「
ど
こ
つ
か
ん
ど
る
ん
じ
ゃ
、ぼ
け
、土
人
が
」

「
黙
れ
、こ
ら
、シ
ナ
人
」と
の
の
し
っ
た
出
来

事
で
す
。

　
当
時
の
官
房
長
官
は
、「
発
言
は
許
す
ま
じ

き
こ
と
」と
述
べ
、警
察
庁
が
対
応
す
る
と
説

明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
発
言
を
、公
務
中
の
警
察
官
が
す

る
こ
と
が
問
題
な
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
「
市
民
と
や
り
あ
う
現
場
で
、若
い
隊
員
が

口
に
し
た
言
葉
だ
け
が
問
題
な
の
で
は
な
い
。

背
景
に
は
、根
深
い
沖
縄
へ
の
差
別
意
識
と
そ

れ
を
生
ん
だ
日
本
社
会
の
構
造
が
あ
り
、そ
の

一
端
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
。」

と
指
摘
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　
翁
長
現
沖
縄
県
知
事
が
那
覇
市
長
だ
っ
た

二
○
一
三
年
、沖
縄
の
全
市
町
村
の
代
表
が
東

京・銀
座
で
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
の
デ
モ
行

進
を
し
た
と
き
、「
売
国
奴
」、「
琉
球
人
は
日
本

か
ら
出
て
行
け
」な
ど
の
暴
言
を
浴
び
ま
し

た
。こ
の
と
き
、騒
ぎ
に
目
を
向
け
る
こ
と
な

く
、素
通
り
し
て
い
く
人
の
姿
に
、「
日
本
の
行

く
末
に
対
し
て
い
や
な
予
感
が
し
た
」と
、翁

長
さ
ん
は
著
書
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
「
土
人
」は
新
聞
社
が
使
う「
記
者
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」で
も
、差
別
語
、不
快
用
語
と
さ
れ
て

お
り
、記
事
に
す
る
場
合
は
普
通「
先
住
民
」や

「
現
地
人
」と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
差
別
語
だ
か
ら
差
別
と
決
め
付
け
る
の
で

は
な
く
、そ
の
言
葉
が
使
わ
れ
た
状
況
や
場
面

を
考
慮
し
て
、人
権
侵
害
で
あ
る
か
ど
う
か
を

見
極
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
「
今
回
の
発
言
」も
、た
と
え「
差
別
や
侮
辱

の
意
図
が
な
か
っ
た
」と
し
て
も
、状
況
を
考

え
る
と
、沖
縄
の
人
々
に
と
っ
て
は
暴
言
だ
と

感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
日
本
語
わ
か
り
ま
す
か
」

じ
ん
け
ん
コ
ー
ナ
ー
�152

学
校
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育
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志摩市立図書館 43・8000 43・8003　志摩図書室 85・7801 85・2563　民俗資料館・磯部図書室 55・2881 55・2935

日本百低山
日本山岳ガイド協会／編【ガイド】

★地面の下をのぞいてみれば・・・
スティーブン・ウッド／絵【絵本】

各都道府県庁所在地から日帰り圏の山を中心に、標高
1000 メートル内外の低山を紹介。注意事項を記した「ガ
イドの目」や参考タイム、略地図も収録。

地面の下は、不思議がいっぱい。どうなっているのか、
のぞいてみよう。下層土層やじゃり層など、それぞれの
層の違いや特長をイラストで紹介。

母さん、ごめん。
松
まつ
浦
うら
晋
しん
也
や
／著【手記】

★そらの 100 かいだてのいえ
いわいとしお／作【絵本】

男一匹、ガチンコで認知症の母を看る。思い知ったのは、
男の子が母の介護を行うことの難しさだった。実体験に
基づく介護対策が満載の奮闘記。

ある雪の日、おなかを空かせたシジュウカラのツピくん
は、一粒のひまわりの種を見つけました。花をさかせて
種を増やそうと考え、空へ飛び立ちました。

絵本作家 61 人のアトリエと道具
【美術】

★珍獣ドクターのドタバタ診察日記
田
た
向
むかい
健
けん
一
いち
／著【自然】

絵本作家のアトリエには、作品を描いた道具や影響を受
けた本など、絵本づくりの“もと”がある。作家のアト
リエと自身の言葉から絵本の魅力を探る。

動物病院にやってくる、言葉を話せないさまざまなペッ
トたち。100 種類を超える動物たちの治療をしてきた著
者が、生きものとの命の向きあい方を綴る。

世界遺産富士山を行く！
ふ じ い かつひこ もりぐち みつる

きて！みて！よんで！
みんなのとしょかん ・しりょうかん
新しく入った本を紹介します（★は児童書です）

歴史民俗資料館・磯部図書室からのお知らせ

イベント案内
館室名 と　き 内　容

市立

10月16日（月）11時～ おはなし会（赤ちゃん向け）

11月４日（土）9時30分～12時 おりがみくらぶ

11月４日（土）11時～ おはなし会

志摩

10月14日（土）、15日（日）9時30分～18時 図書・雑誌リサイクルフェア

10月28日（土）14時30分～ よみきかせ会

11月１日（水）11時～ よみきかせ会（赤ちゃん向け）

磯部 10月21日（土）13時30分～ 古文書学習会
○市立図書館休み　□市立・志摩・磯部休み
△志摩・磯部・大王・浜島休み

カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
／ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

１10

開催期間:平成29年9月30日（土）～12月3日（日）
【主催】三重県総合博物館・三重大学  【共催】志摩市教育委員会  【後援】三重県博物館協会  【協力】船の科学館「海の学びミュージアムサポート」
豊かな自然や受け継がれてきた貴重な歴史・文化など魅力いっぱいの「先志摩」
を紹介する展覧会を、津市の三重県総合博物館で開催します。江戸時代の「越賀
村絵図」など地域で保存された古文書から、過去と現在の景観の移り変わりを
ご覧いただくとともに、先志摩で盛んなイセエビ漁に焦点を当て、漁の道具や
動画、イセエビの生態などをご紹介します。※参考: 市歴史民俗資料館での展示の様子

～三重県総合博物館（ＭiｅＭｕ）で「先っちょ志摩に生きる」を開催します～
展覧会

★歴史民俗資料館の常設展コーナーでちょこっと展示換えします
・浦口楠一写真展「志摩風土記」　10月7日（土）～10月22日（日）
　昭和53年に発行された　写真集「志摩風土記」の中から、10点展示します。
　 志摩の民俗や生活・風土の本質を真正面から捉えた、（故）浦口楠一さんの作品を通して、

志摩の魅力を再発見してください。送り念仏（越賀）
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消防フェスティバル2017
と　き　11月４日（土） 予備日５日（日） 10時～15時
ところ　志摩消防署
内　容　消防車乗車体験　煙体験ハウス
　　　　〇×クイズ　ボルダリング体験
　　　　こども用防火衣着装体験など
露店の出店もありますので、お誘いあわせのうえ
ご参加ください !!
主　催　阿児町防火協会
問い合わせ　阿児町防火協会事務局（志摩消防署内）
　  0599・43・1418

志摩市文化協会　阿児支部
第40回芸能発表会を開催します

民謡や詩吟、大正琴
から、バレエやフラ
ダンス、バトン、カラ
オケなど、芸能部の
会員が日頃の練習の
成果を披露します。

皆さまお誘い合わせのうえ、ぜひご観覧ください。
○と　き：10月29日（日）
○ところ：磯部生涯学習センター
　※今年は会場が上記に変更となっています。
○問い合わせ：生涯学習スポーツ課　  44・0339

おじょか古墳発掘50年記念シンポジウム
おじょか古墳と５世紀の倭

　阿児町志島にあるおじょか古墳は、九州系の石室を持ち、多量の副葬品が出土した５世紀の古墳です。
　講演とパネルディスカッションを通して、おじょか古墳と５世紀の倭

わ

（日本）について考えます。
　【講演】
　重藤輝行（佐賀大学 教授）「おじょか古墳の横穴式石室と九州」
　橋本達也（鹿児島大学 教授）「おじょか古墳の副葬品と被葬者像」
　齋藤　努（国立歴史民俗博物館 教授）
　　　「鉛同位体比からみた志摩地域出土青銅製品の原料産地推定」
　三好元樹（志摩市教育委員会事務局 技師）「おじょか古墳と古墳時代の志摩」
　【パネルディスカッション】
　コーディネーター：土生田純之（専修大学 教授）
　パネラー：重藤輝行、橋本達也、齋藤　努、三好元樹
と　き：11月４日（土）13：00 ～17：00　<開場　12：30>
ところ：志摩市立図書館２階アートホール
※阿児アリーナ改修工事のため、阿児アリーナ裏駐車場と
　駐輪場が利用できません。
　第２駐車場（文岡中学校交差点側）をご利用ください。
入場無料

【問い合わせ】　生涯学習スポーツ課
　　　　　　　  44・0339　  44・5263

水高・志摩高フェスタ
高校生が日ごろの活動成果を発表します。
と　き　11月3日（金・祝）11時～14時30分
ところ　志摩市商工会館
※参加無料・申し込み不要
問い合わせ  総合政策課   44・0205   44・5252

 sogoseisaku@city.shima.lg.jp

「海女サミット2017in鳥羽」 開催します
【と　き】　10月27日（金）~28日（土）
【ところ】　1日目  タラサ志摩  2日目  海の博物館

※くわしくはポスターやチラシをご覧ください。
問い合わせ　海女振興協議会事務局
　　　　　　鳥羽市農水商工課   0599・25・1167

【以前の発表会の様子】
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全　域
総数 51,540 人（-39）　男 24,125 人（-16）　女 27,415 人（-23）
世帯数 22,928 世帯（-6）
地区別
浜島町 4,463 人（-15）　大王町 6,432 人（0）　志摩町 10,793 人（-13）
阿児町 22,097 人（-4）　磯部町 7,755 人（-7）

事故数／ 134 件（-25）　うち人身事故 3件（-8）　物件 131 件（-17）　死者数／ 0人（-1）　
傷者数／ 3人（-12）

件数／ 3件（-2）

出動件数／ 461 件（71）　　広域管内（南勢分署含）

（平成29年8月31日現在）
（　）内の数字は前月との比較です。

（　）内の数字は前年との比較です。

人口

交通

火災

救急

月のデータ99

P5�ー志摩びとクイズー　答え　②素潜り

各種相談やイベント情報などを掲載しています
※日程などは変更となる場合があります

今月の納税・納付
市県民税　3期

国民健康保険税　6期
後期高齢者医療保険料　4期

介護保険料　4期
※口座振替の人は、
　預貯金残高を
　ご確認ください。
納期限10月31日（火）

　　市税の納付に関する相談は
　　収税課（ 44･0212）まで

10月  広報カレンダー

市休日夜間応急診療所のご案内
場　　所　県志摩庁舎２階
　　　　　（旧志摩保健所）
電話番号　43・5899
診療科目　内科・小児科
受付時間　 印の日は夜間
　　　　　19時30分～21時30分
　　　　　 印の日は昼間
　　　　　（日曜・祝日診療の日）
　　　　 　  9時30分～12時00分
　　　　　13時30分～16時00分

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

10 月

11 月

診 療 日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

市民課窓口延長
（19時まで）

乳幼児健康相談
（磯部幼保園内）

認知症カフェ
（川辺コミュニティ
センター）

8 9　体育の日 10 11 12 13 14
成人健康相談
（越賀多目的集会
施設・御座コミュ
ニティセンター）

成人健康相談
（渡鹿野島開発総
合センター）

出張年金相談
（市商工会館）

乳幼児健康相談
（志摩幼保園内）

RUN-TOMO
（らんとも）2017
三重南ルート出発式
（市役所）

15 16 17 18 19 20 21
市議会議員選挙
告示日

市民課窓口延長
（19時まで）

乳幼児健康相談
（浜島幼保園内）

特設人権相談
（志摩文化会館）

認知症サポーター
養成出前講座
（甲賀地区公民館）

22 23 24 25 26 27 28
市議会議員選挙
投票日

市民課窓口延長
（19時まで）
乳幼児健康相談
（サンライフあご）
成人健康相談
（船越地区公民館・
片田共同福祉施設）

乳幼児健康相談
（サンライフあご）
市こころの相談
（サンライフあご）
行政相談
（浜島生涯学習センター）

行政相談
（大王公民館）

就労相談
（市役所）

もの忘れ予防教室
（甲賀地区公民館）

行政相談
（市役所）

伊勢志摩ツーデー
ウオーク

29 30 31
伊勢志摩ツーデー
ウオーク

市文化協会阿児支部
第40回芸能発表会

市民課窓口延長
（19時まで）

行政相談
（磯部健康福祉セン
ター「かがやき」）

行政相談
（志摩文化会館）

コンビニ受診はやめましょう！

10月11日～20日　全国地域安全運動の実施
　地域安全運動とは、安全で安心して暮らせる地域社会の実現を図るために地域一体となって取り
組む活動です。
運動重点

・子供と女性の犯罪被害防止  　・特殊詐欺の被害防止
・車上ねらいを始めとする自動車関連犯罪の被害防止
　期間中は、関係機関などと連携を深めながら、犯罪被害防止の啓発活動を
活発に行います。地域で防犯意識を高め、身近な犯罪から身を守りましょう。
問い合わせ先　鳥羽警察署　鳥羽志摩防犯協会　鳥羽志摩職域防犯組合連合会　  0599・25・0110
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志摩市出身の山口舞選手が所属するＶリーグ岡山シーガル
ズの選手によるバレーボール教室が浜島Ｂ＆Ｇ海洋セン
ターで開催されました。教室には、市内の小中学生ら150人
が参加し、選手たちから準備運動からトスの上げかたなど、
丁寧な指導を熱心に聞き、技術の向上に励みました。

岡山シーガルズ
バレーボール教室8/26

名田自治会では、一般財団法人自治総合センターが宝くじ
の社会貢献広報事業として実施している「コミュニティ助
成事業」の助成を受け、防災用備蓄倉庫を整備しました。こ
の事業により、自治会組織として防災意識を高め、共助に
より住民の生命を守ることが期待できます。

地域の防災力を高める
～地域防災組織育成助成事業（自主防災組織育成）～

一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業として実施しているコ
ミュニティ助成事業の助成を受け、志島自治会と迫間第一区では、コミュニティ活動
備品（志島自治会はコピー機・会議テーブル・パソコンなど、迫間第一区は会議テーブ
ル・会議イス・モノクロ複合機・冷蔵庫・氷かき機など）の整備を行いました。この整備
により、地区住民の連携強化と相互交流、今後のさらなる地域活性化が期待できます。

●迫間第一区　整備備品 ●志島自治会　整備備品

コミュニティ活動の備品整備～一般コミュニティ助成事業～

救急コールカー
ドは、日本語を
話せない外国人
が救急車を呼び
たいときにカー
ドを提示するだ
けで、「救急車を
呼びたい」とい
うことを伝え
ることができま
す。
今回、伊勢志摩
の旅を安全安心

に過ごしてもらおうと、カードを考案した志摩広域消防
組合が印刷を行い、志摩市観光協会のインバウンドセミ
ナー・勉強会を通じて、参加宿泊施設等に配布しました。

救急コールカードを配布しました

志摩市出身の日展画家　故南幸男氏のご家族が、南幸男氏が
描いた油彩画18点と関係資料一式を市へ寄贈したことを受
け、感謝状の贈呈式が行われました。「志摩の漁港」という題
名の絵の前で市長から感謝状を受け取った妻の二三四さん
は「たくさんの人に見ていただければ」と話していました。

日展画家　南幸男氏のご家族へ
感謝状を贈呈しました9/5
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志摩市在住の立体造形家、タナベシンさんが制作した伊勢志摩
サミット開催記念のブロンズ製モニュメント「波際の架け橋」の
鋳造等にご協力いただいた富山県高岡市の高岡銅器協同組合に
対し、竹内市長より感謝状を贈呈いたしました。これを機に、両
市の間に新たな交流が生まれるよう取り組んでまいります。

高岡銅器協同組合に感謝状贈呈
－伊勢志摩サミット開催記念モニュメント制作協力による－8/24

第１回目は「浜島診療所のこれからをつくろう！」と題し
て、浜島生涯学習センターで行いました。４月から赴任さ
れた大屋医師と参加された方で意見交換をしました。出さ
れた意見は診療所を運営することに活かしていきます。

平成29年度  病院事業部タウンミ
ーティングを行いました8/22

先の大戦における戦没者の御霊に対して追悼の意を捧げ
るとともに、ご遺族の御労苦に対し深い敬意を表するた
め、平成29年度志摩市戦没者追悼式を磯部生涯学習セン
ターで開催しました。式には遺族や来賓など約230人が参
列し、御霊を追悼するとともに、恒久平和を祈念しました。

志摩市戦没者追悼式9/3

市民の皆さん15
人が参加して、8
月27日に市民ボ
ランティア団体
「なでしこ会」主
催のロケットコ
ンロづくりが志
摩市役所本庁立
体駐車場にて開
催されました。

ロケットコンロは、18Lのペール缶を使ったコンロで、燃焼
効率がよく、松ぼっくりや細かい枝を使って料理ができる
ものです。
皆さんからは、「里山管理の一助になったり、災害時の調
理器具としてとても役に立つ」といった感想をいただき
ました。

「ロケットコンロづくり」が
開催されました！8/27

全国大会出場選手壮行会8/30

国指定重要無形民俗文化財である「鳥羽志摩の海女漁の技
術」。その担い手である本物の海女さんを撮影することが
できる「志摩フォトフェスタ2017」が御座白浜周辺で開催
されました。晴天に恵まれた会場には多くのカメラマンが
訪れ、白い磯着の海女の姿を撮影していました。

志摩フォトフェスタ20179/1・2

●第30回全国健康福祉祭あきた大会（パークゴルフ）
　中邨　サナ、安藤　澄代、西尾　肇、浜辺　栄一（写真左より）
●第72回国民体育大会（グラウンド・ゴルフ）　浜辺　栄一
市役所で、全国大会に出場する選手の壮行会が行われました。
出席した4人の選手は「コース次第ではあるが、目標は優勝」
と決意を語り、市長からは「体調に気をつけて頑張ってくださ
い」とエールが送られました。
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　９月４日、市最高齢者と市内で１００歳を迎えられる人を、市長と福祉事務所長が訪問し、賞状とお祝いの品を手渡しました。
　今年、１００歳を迎えられる人は２６人で、最高齢は１０８歳の堀川　つさんです。市長から「１０８歳おめでとうございます。これ
からも長生きしてください。」と声をかけられると「ありがとうございます」と喜んでいました。
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